
は
じ
め
に

問
題
設
定

一

い
わ
ゆ
る

｢

オ
ッ
プ
リ
ー
ゲ
ン
ハ
イ
ト｣

の
わ
が
国
に
お
け
る
定
義

二

�
�
����

��
�
��	

概
念
の
沿
革

保
険
契
約
法
と
の
関
係
か
ら

三

わ
が
国
の
民
法
学
に
お
け
る
解
釈

上
位
概
念
と
し
て
の�

�
����

��
�
��	

四

�
�
����

��
�
��	

概
念
の

｢

有
用
性｣

の
検
証

�
�
����

��
�
��	

に
包
摂
さ
れ
る
具
体
的
ケ
ー
ス
の
分
析
か
ら

五

�
�
����

��
�
��	

の

｢

位
置
付
け｣

見
解
の
相
違
と
そ
の
背
景

む
す
び�

整

理

�

�
�
����

��
�
��	

の
存
在
意
義

ド
イ
ツ
法

(

系)

の
特
性
か
ら
窺
え
る
こ
と

�

間
接
義
務
と
い
う�

�
����

��
�
��	

の
訳
語

��


����

	�


���

�����
	�

�
�

と
の
関
係

��－�－ (名城 ���)�

論

説わ
が
国
に
お
け
る
義
務
研
究
の
到
達
点

オ
ッ
プ
リ
ー
ゲ
ン
ハ
イ
ト

(�
�
����

��
�
��	)

を
中
心
に辻

博

明



文
献
に
お
い
て
は

｢

責
務｣

と
訳
し
て
い
る
も
の
も
あ
る

(

３)

。
他
方
、
民
法
関
係
の
文
献
に
お
い
て
は
、｢

間
接
義
務｣
と
訳
さ
れ
て
い

る
場
合
が
少
な
く
な
い

(

４)

。
た
だ
、��

�
����

��
	
��
�

と
原
語
で
記
す
も
の
も
一
部
あ
る

(

５)

。
こ
の
よ
う
な
訳
語
の
不
統
一
が
あ
る
た
め
、

法
律
辞
典
に
お
け
る
そ
の
掲
載
名
称
に
バ
ラ
ツ
キ
が
生
じ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
予
備
知
識
の
な
い
者
が�

�
����

��
	
��


と
い
う
概

念
に
つ
い
て
調
べ
よ
う
と
し
て
も
、
そ
の
解
説
を
容
易
に
見
付
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
あ
る
辞
書
で
は
オ
ッ
プ
リ
ー
ゲ
ン
ハ
イ
ト
と

い
う
名
称
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
別
の
辞
書
で
は
間
接
義
務
と
い
う
名
称
で
掲
載
さ
れ
て
い
た
り
す
る
。
ま
た
、�

�
����

��
	
��


に
は
複
数
の
訳
語
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
指
摘
は
、
そ
の
解
説
に
は
通
常
見
ら
れ
な
い
。
さ
ら
に
、
執
筆
担
当
者
の
専
門
分
野
に
よ
っ

て
、
そ
の
解
説
の
議
論
領
域
・
情
報
に
偏
り
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
保
険
法
関
係
の
専
門
家
が
執
筆
担
当
す
る
場
合
、
そ
の
解
説
の

議
論
領
域
が
保
険
契
約
中
心
に
な
り
、
私
法
上
の
上
位
概
念
と
し
て
の�

�
����

��
	
��


の
説
明
が
な
い
場
合
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
、
さ
ら
に
深
い
問
題
、
例
え
ば
わ
が
国
に
お
い
て
そ
の
概
念
を
認
め
る

｢

必
要
性｣

は
あ
る
の
か
ど
う

か
、
ま
た
そ
の
概
念
に
い
か
な
る
も
の
が

｢

包
摂｣

さ
れ
る
の
か
と
い
う
問
題
は
あ
ま
り
議
論
さ
れ
て
い
な
い
。

以
上
の
点
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
わ
が
国
に
お
け
る�

�
����

��
	
��


に
関
す
る
研
究
・
資
料
を
整
理
し
直
し
、
そ
の
到
達
点
を
整
理

す
る
意
義
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
、
以
下
で
は
、
わ
が
国
に
お
け
る�

�
����

��
	
��


に
関
す
る
研
究
を
、
次
ぎ
の
視
点

(

問
題
設
定)

か
ら
整
理
し
直
し
、
再

検
討
を
試
み
る
こ
と
に
す
る
。

�

問
題
設
定�

①
ま
ず
、
オ
ッ
プ
リ
ー
ゲ
ン
ハ
イ
ト

(�
�
����

��
	
��
)

と
は
な
に
か
。
わ
が
国
で
は
ど
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う

か

(

後
述
一

い
わ
ゆ
る

｢

オ
ッ
プ
リ
ー
ゲ
ン
ハ
イ
ト｣

の
わ
が
国
に
お
け
る
定
義)

。

②
オ
ッ
プ
リ
ー
ゲ
ン
ハ
イ
ト
の
性
質
に
つ
い
て
は
、
わ
が
国
の
保
険
法
に
お
い
て
か
な
り
議
論
さ
れ
た
時
期
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
保

わが国における義務研究の到達点


�－�－ (名城 ���)�

は
じ
め
に

問
題
設
定

ド
イ
ツ
法
系

(

オ
ー
ス
ト
リ
ア
法
・
ス
イ
ス
法
を
含
む)

に
お
い
て
は
、｢

義
務｣

に
関
係
す
る
議
論
に
お
い
て
、
オ
ッ
プ
リ
ー
ゲ
ン
ハ

イ
ト(�

�
����

��
	
��
)

と
い
う
概
念
は
し
ば
し
ば
目
に
す
る
。
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
信
義
則
に
よ
っ

て
当
事
者
が
ど
の
よ
う
な
内
容
の
義
務
を
負
う
か
、
銀
行
は
担
保
の
保
存
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
義
務
を
負
う
か
、
買
主
は
売
主
が
提

供
し
た
も
の
の
受
領
義
務
を
負
う
か
、
ま
た
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
内
容
の
義
務
か
、
保
険
契
約
の
締
結
時
に
お
い
て
、
保
険
契
約
者
は

保
険
者
に
対
し
て
危
険
に
関
す
る
重
要
情
報
を
告
知
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
告
知
義
務
は
ど
の
よ
う
な
義
務
で
あ
る
か
な

ど
で
あ
る
。

一
方
、
わ
が
国
に
お
い
て
、
こ
の
概
念
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
議
論
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。�

�
���

�

��

�

の
方
は
よ
く
目

に
す
る
が
、�

�
����

��
	
��


と
い
う
と
、
そ
の
概
念
の
中
身
は
も
ち
ろ
ん
そ
の
存
在
自
体
が
一
般
に
認
知
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な

い
。
そ
れ
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。

複
数
の
要
因
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
一
つ
に
は
、
わ
が
国
に
お
け
る�

�
����

��
	
��


に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
研
究
や
資
料
の
数

が
非
常
に
少
な
い
こ
と
が
あ
る

(

１)

。
も
う
一
つ
は
、
そ
れ
ら
の
文
献
に
お
け
る
そ
の
概
念
の
整
理
・
取
扱
い
方
が
、
私
法
上
の
各
部
門
に

よ
っ
て
異
な
る
こ
と
が
あ
る
。
例
え
ば
、
保
険
契
約
法
と
民
法
上
に
お
け
る
議
論
を
見
る
と
、
そ
こ
で
の
議
論
は
相
互
連
絡
な
し
に
な

さ
れ
て
い
る
場
合
が
少
な
く
な
い
こ
と
が
分
る
。
各
部
門
に
お
け
る
個
別
の
問
題
意
識
か
ら
議
論
さ
れ
て
い
る
場
合
が
少
な
く
な
い
。

結
果
的
に
、
各
部
門
間
の
議
論
の
パ
イ
プ
が
細
く
な
っ
て
お
り
、
バ
ラ
バ
ラ
の
感
が
否
め
な
い
。

そ
の
具
体
例
が
あ
れ
ば
、
さ
ら
に
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
く
な
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
一
例
と
し
て
、�

�
����

��
	
��


の
訳
語
の
バ
ラ

ツ
キ
が
あ
る
。�

�
����

��
	
��


を

｢

オ
ッ
プ
リ
ー
ゲ
ン
ハ
イ
ト｣

と
片
仮
名
で
表
記
す
る
資
料
が
一
部
に
あ
る
が

(

２)

、
保
険
法
関
係
の

論 説

(名城 ���) 
�－�－�



(

１)
(

民
法)

生
田
敏
康

｢

ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
オ
ッ
プ
リ
ー
ゲ
ン
ハ
イ
ト
に
つ
い
て

民
法
を
中
心
に

｣

早
稲
田
法
学
会
誌
四
一
巻

一
頁

(

平
三)

、
飯
島
紀
昭
・
民
法
判
例
百
選
Ⅱ
九

(

第
四
版
・
平
八)

、
内
田
貴
・
民
法
Ⅲ
一
一
四
、
一
五
七
頁

(

平
八)

、
同
・

｢
強
制
履

行
と
損
害
賠
償

損
害
軽
減
義
務
の
観
点
か
ら｣

法
曹
四
二
巻
一
〇
号
一
頁

(

平
二)

、
奥
田
昌
道
・
民
法
学
Ⅰ

(

奥
田
ほ
か
編)
四
一
頁

(

昭
五
一)

、
同
・
債
権
総
論(

増
補
版)

一
九
三
、
二
一
二
、
五
五
五
頁(

平
四)

、
同
・
請
求
権
概
念
の
生
成
と
展
開
一
〇
六
頁(

昭
五
四)
、

北
川
善
太
郎
・
契
約
責
任
の
研
究
三
五
五
頁

(

昭
三
八)

、
谷
口
知
平

｢

損
害
賠
償
額
の
算
定｣

総
合
判
例
研
究
叢
書
民
法

(

四)

四
六
頁

(

昭
三
二)

、
辻
博
明｢

受
領
遅
滞
制
度
の
推
移

日
本
の
判
例
・
学
説
と
外
国
法
概
観

｣

奈
良
産
九
巻
三
・
四
号
一
四
七
頁(

平
九)

、

林
良
平

｢

受
領
遅
滞｣

新
版
判
例
演
習
民
法
三
債
権
総
論
一
五
頁

(

谷
口
知
平
・
加
藤
一
郎
編)

(

昭
五
七)

、
前
田
逹
明
・
口
述
債
権
総
論

(

第
三
版)

二
〇
八
、
二
八
九
、
二
九
七
頁

(

平
五)

。

(

商
法

(

保
険
法))

石
田
満

｢

保
険
契
約
法
に
お
け
る�

�
����

��
�
��	

の
法
的
性
質
に
関
す
る
研
究
序
説

ド
イ
ツ
法
を
中
心
と
し
て

｣

上
法
一
〇
巻
一
号
五
五
頁

(

昭
四
一)

、
勝
野
義
孝
・
生
命
保
険
契
約
に
お
け
る
信
義
誠
実
の
原
則

消
費
者
契
約
法
の
観
点
を
通

し
て

二
六
八
頁

(

平
一
四)

、
古
瀬
村
邦
夫

｢

損
害
防
止
義
務
及
び
損
害
防
止
費
用
に
つ
い
て｣

私
法
一
八
号
五
七
頁

(

昭
三
二)

、
榊

素
寛

｢

告
知
義
務
の
意
義
と
そ
の
限
界

(

一)｣

法
協
一
二
〇
巻
三
号
一
頁

(

平
一
五)

、
坂
口
光
男

｢

損
害
防
止
・
軽
減
義
務
に
関
す
る
若
干

の
諸
問
題
の
考
察｣

法
論
四
五
巻
五
＝
六
号
一
三
九
頁

(

昭
四
七)

(

以
下
坂
口
論
文
①
と
引
用)

、
同

｢

保
険
契
約
法
に
お
け
る
責
務
の
義
務

的
性
格

ド
イ
ツ
の
学
説
を
中
心
と
し
て

｣

法
論
六
四
巻
一
号
五
九
頁

(

平
三)

(

以
下
坂
口
論
文
②
と
引
用)

、
瀬
戸
弥
三
次

｢

海

上
危
険
論
序
説
・
商
法
第
八
一
五
条
と
第
八
二
九
条
第
一
号
と
の
関
係

保
険
事
故
不
誘
致

『

義
務』

を
中
心
と
し
て｣

損
保
二
二
巻
三

号
一
頁

(

昭
三
五)

、
同

｢

第
三
者
の
故
意
・
過
失
と
保
険
者
責
任｣

損
保
二
三
巻
一
号
一
頁
、
二
号
一
一
三
頁

(

昭
三
六)

、
中
西
正
明
・
保

険
契
約
の
告
知
義
務

(

平
一
五)

。

(

国
際
取
引
法)

甲
斐
道
太
郎
ほ
か
編
・
注
釈
国
際
統
一
売
買
法
Ⅱ

(

ウ
ィ
ー
ン
売
買
条
約)

七
頁

(

田
中
康
博
・
担
当)

(

平
一
五)

、
曽

野
和
明
・
山
手
正
史
・
国
際
売
買
法
一
八
八
頁

(

平
五)

、
ペ
ー
タ
ー
・
シ
ュ
レ
ヒ
ト
リ
ー
ム
著
／
内
田
貴
・
曽
野
裕
夫
訳
・
国
際
統
一
売
買

法
一
〇
六
、
一
四
〇
頁

(

平
九)

。

(

辞
典)

末
川
博
編
代
・
民
事
法
学
辞
典
上
巻

(

再
版
・
昭
三
九)

三
〇
二
頁

(

奥
田
昌
道
・
担
当)

、
末
川
博
編
・
全
訂
法
学
辞
典

(

昭

四
六)

一
三
二
頁
、
竹
内
昭
夫
ほ
か
編
代
・
新
法
律
学
辞
典(

第
三
版
・
平
元)

九
一
頁
、
山
田
晟
・
ド
イ
ツ
法
律
用
語
辞
典(

改
訂
増
補
版)

わが国における義務研究の到達点


�－�－ (名城 
��)


険
契
約
法
に
限
定
さ
れ
る
概
念
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
そ
う
で
な
い
と
す
れ
ば
、
な
ぜ
あ
る
解
説
に
よ
る
と
保
険
契
約
上
の
概
念
と

し
て
扱
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
疑
問
が
生
ず
る

(

後
述
二

�
�
����

��
�
��	

概
念
の
沿
革

保
険
契
約
法
と
の
関
係
か
ら)

。

③
ド
イ
ツ
法
系
に
お
い
て
は
、�

�
����

��
�
��	

が
民
法
を
含
む
私
法
上
の
上
位
概
念
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。
そ
う
で
あ
る
と
す

れ
ば
、
わ
が
国
の

｢

民
法
学｣

に
お
い
て
そ
の
概
念
は
ど
の
よ
う
に
解
さ
れ
て
い
る
の
か

(

後
述
三

わ
が
国
の
民
法
学
に
お
け
る
解
釈

上
位
概
念
と
し
て
の�

�
����

��
�
��	)

。

④�
�
����

��
�
��	

に
包
摂
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
場
合
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
現
在
の
通

説
・
判
例
よ
り
説
明
が
明
確
と
な
る
な
ど
の
意
義
が
あ
れ
ば
、
こ
の
概
念
の
有
用
性
が
具
体
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
ど
う
で
あ
ろ

う
か

(

後
述
四

�
�
����

��
�
��	

概
念
の

｢

有
用
性｣

の
検
証

�
�
����

��
�
��	

に
包
摂
さ
れ
る
具
体
的
ケ
ー
ス
の
分
析
か
ら)

。

⑤�
�
����

��
�
��	

の
位
置
付
け
が
課
題
と
し
て
残
る
。�

�
����

��
�
��	

と
い
う
概
念
は
法
的
に
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ
る
の

で
あ
ろ
う
か
。
一
つ
に
は
、�

�
����

��
�
��	

は
真
正
の
義
務
で
は
な
く
権
利
者
の
権
利
保
持
も
し
く
は
行
使
の
前
提
に
す
ぎ
な
い
と

す
る
立
場
が
あ
る
。
も
う
一
つ
に
は
、
そ
れ
を
付
随
義
務
と
位
置
付
け
る
立
場
が
あ
る
。
両
見
解
に
は
実
質
的
に
ど
の
よ
う
な
違
い
が

あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
位
置
付
け
の
違
い
が
生
ず
る
の
で
あ
ろ
う
か

(

後
述
五

�
�
����

��
�
��	

の
位
置
付
け

見
解

の
相
違
と
そ
の
背
景)

。

⑥
最
後
に
、
以
上
の
問
題
設
定
に
基
づ
く
考
察
内
容
を
整
理
す
る
こ
と
に
す
る

(

後
述
む
す
び

�)

。
そ
の
上
で
、�

�
����

��
�
��	

概
念
が
ド
イ
ツ
法
に
お
い
て
定
着
し
た
背
景(

最
近
で
は
ド
イ
ツ
法
系
に
拡
大)

に
つ
い
て
考
察
を
試
み
る
こ
と
に
す
る(

後
述

む
す
び
�)

。

因
に
、
わ
が
国
で
は�

�
����

��
�
��	

に
間
接
義
務
と
い
う
訳
語
が
当
て
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
。
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
訳
語
が
当
て
ら

れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
背
景
に
つ
い
て
も
、
類
似
す
る��

�
����

	�
�
���

�����
	�

�
�

概
念
の
展
開
と
の
関
係
か
ら
分
析
を
試
み

る
こ
と
に
す
る

(

後
述

む
す
び
�)

。

論 説
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以
上
か
ら
窺
え
る
こ
と
は
、
��
ま
ず
、
オ
ッ
プ
リ
ー
ゲ
ン
ハ
イ
ト
は
、
そ
の
解
説
で
は
、｢

保
険
契
約｣

上
の
概
念
と
し
て
扱
わ
れ

て
い
る
こ
と

(

議
論
領
域)

、
��
次
に
、
そ
れ
は

｢

真
正
の
義
務
で
は
な
く｣

、
契
約
の
前
提
要
件
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と

(
法
的
性

質)

、
��
そ
れ
に
違
反
し
た
場
合
、
そ
の
負
担
者
に
一
定
の
不
利
益
は
生
ず
る
が
、
履
行
の
請
求
や
損
害
賠
償
の
請
求
は
で
き
な
い
こ

と

(

効
果)

、
��
そ
れ
を
負
担
す
る
の
は
保
険
者
で
は
な
く
、
保
険
契
約
者
ま
た
は
被
保
険
者
で
あ
る
こ
と

(

主
体)

、
��｢

付
随
義
務｣

と
見
る
こ
と
が
で
き
る
義
務
群
の
総
称
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と

(

位
置
付
け)

、
で
あ
る
。

(

６)

竹
内
ほ
か
・
前
掲
注

(

１)

辞
書
九
一
頁
。

二

�
�
����

��
�
��	

概
念
の
沿
革

保
険
契
約
法
と
の
関
係
か
ら

オ
ッ
プ
リ
ー
ゲ
ン
ハ
イ
ト
は
、
保
険
契
約
法
に
限
定
さ
れ
る
概
念
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
そ
う
で
な
い
と
す
れ
ば
、
な
ぜ
保
険
契

約
上
の
概
念
と
し
て
扱
う
も
の
が
あ
る

(

先
述
一)

の
か
と
い
う
疑
問
が
生
ず
る
。

�
�
����

��
�
��	

と
い
う
概
念
の
沿
革
を
辿
る
と
、
そ
の
背
景
が
浮
び
上
が
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
保
険
法
学
の
研
究
に
若
干
手

掛
か
り
が
見
ら
れ
る

(

７)

。
そ
れ
に
よ
る
と
、�

�
����

��
�
��	

と
い
う
用
語
が
見
い
出
さ
れ
る
の
は
、
一
八
二
〇
年
の
ゴ
ー
タ
火
災
保
険

銀
行
の
約
款
で
あ
る

(

た
だ
し
こ
の
段
階
で
は
真
正
の
義
務

(

�����

	)

と
の
区
別
は
不
明
確)

。
真
正
の
義
務
で
あ
る
保
険
料
と
区
別
し
て
、

保
険
契
約
者
の
請
求
権
の
主
張
条
件

(


��

��
�
�
�
�)

と
し
て
の
義
務
を
規
定
し
た
の
は
、
一
八
五
七
年
の
プ
ロ
イ
セ
ン
商
法
典
草
案

で
あ
る

(

た
だ
し
こ
の
段
階
で
は
条
件
と�

�
����

��
�
��	

と
の
区
別
は
不
明
確)

。
こ
れ
に
対
し
て
、
一
九
〇
三
年
の
ド
イ
ツ
保
険
契
約
法
の
予

備
草
案
に
お
い
て
、
真
正
の
義
務
と�

�
����

��
�
��	

と
の
区
別
が
一
旦
は
葬
り
去
ら
れ
た
が
、
ド
イ
ツ
大
審
院
の
判
例

(

一
九
〇
四
年

六
月
二
八
日)

は
、
保
険
契
約
者
か
ら
生
ず
る
請
求
権
の
受
領
の
た
め
の

｢

前
提｣

(
�
�
��

�
���	��

�
�)

で
あ
る
と
い
う
見
解
を
採
用
し

わが国における義務研究の到達点

��－�－ (名城 ���)�

(

平
五)

四
五
九
頁
。

(
２)

竹
内
ほ
か
・
前
掲
注

(

１)

辞
典
九
一
頁
、
石
田
・
前
掲
注

(

１)

論
文
五
五
頁
。

(
３)
坂
口
・
前
掲
注

(

１)

論
文
①
一
四
二
頁
、
同
・
前
掲
注

(

１)

論
文
②
五
九
頁
。

(

４)
奥
田
・
前
掲
注

(

１)

民
法
学
Ⅰ
四
一
頁
、
同
・
前
掲
注

(

１)

債
権
総
論
一
九
三
、
二
一
二
、
五
五
五
頁
、
前
田
・
前
掲
書
注

(

１)

二

〇
八
、
二
八
九
、
二
九
七
頁
。

(

５)

北
川
・
前
掲
書
注

(

１)

三
五
九
頁
。

一

い
わ
ゆ
る

｢
オ
ッ
プ
リ
ー
ゲ
ン
ハ
イ
ト｣

の
わ
が
国
に
お
け
る
定
義

ま
ず
、
オ
ッ
プ
リ
ー
ゲ
ン
ハ
イ
ト(�

�
����

��
�
��	)

と
は
な
に
か
。
わ
が
国
で
は
ど
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

わ
が
国
に
お
い
て
も
、
あ
る
法
律
の
専
門
分
野

(

例
え
ば
保
険
法
・
契
約
法
な
ど)

の
研
究
者
を
対
象
と
す
る
論
文
に
お
い
て
、
そ
こ
で

の
研
究
テ
ー
マ
と
関
連
し
て�

�
����

��
�
��	

と
い
う
概
念
に
言
及
す
る
も
の
は
若
干
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
概
念
を
専
攻
分
野

外
の
者
に
も
分
る
よ
う
な
形
で
解
説
す
る
資
料

(
例
え
ば
法
律
辞
典)

は
か
な
り
少
な
い
。
し
か
も
、
オ
ッ
プ
リ
ー
ゲ
ン
ハ
イ
ト
と
い
う

片
仮
名
表
記
の
項
目
を
設
け
る
解
説
書
は
、
さ
ら
に
少
な
い
。
そ
の
数
少
な
い
一
つ
に
よ
る
と

(

６)

、�
�
����

��
�
��	

は
次
の
よ
う
に
定

義
さ
れ
て
い
る
。

保
険
契
約
者
ま
た
は
被
保
険
者
の
保
険
者
に
対
す
る
義
務
の
う
ち
、
保
険
料
支
払
義
務
を
主
た
る
債
務
と
見
た
場
合
、
そ
の
付
随
義

務
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
告
知
義
務
、
通
知
義
務
、
損
害
防
止
義
務
、
報
告
・
証
拠
提
出
義
務
な
ど
の
総
称
で
あ
る
。
義
務
者
が
そ
れ

に
違
反
し
て
も
、
保
険
者
が
そ
の
履
行
を
請
求
し
た
り
、
損
害
賠
償
を
請
求
し
た
り
で
き
る
わ
け
で
は
な
く
、
単
に
契
約
の
解
除
と
い

う
不
利
益
を
義
務
者
が
被
る
に
す
ぎ
な
い
こ
と
か
ら
、
真
正
の
義
務
で
は
な
く
契
約
の
前
提
要
件
に
す
ぎ
な
い
と
解
さ
れ
て
い
る
、
と

さ
れ
る
。

論 説
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三

わ
が
国
の
民
法
学
に
お
け
る
解
釈

上
位
概
念
と
し
て
の�

�
����

��
�
��	

ド
イ
ツ
法
系
に
お
い
て�

�
����

��
�
��	

が
民
法
を
含
む
私
法
上
の
上
位
概
念
と
し
て
定
着
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
わ
が
国
の

｢
民

法
学｣

に
お
い
て
そ
の
概
念
は
ど
の
よ
う
に
解
さ
れ
て
い
る
の
か
。

保
険
契
約
上
の
義
務
の
性
質
論
が
盛
ん
に
議
論
さ
れ
、
そ
の
過
程
で
ド
イ
ツ
法
の�

�
����

��
�
��	

に
関
す
る
研
究
も
な
さ
れ
た
。

そ
れ
と
比
較
す
る
と
、
民
法
上
の
議
論
は
あ
ま
り
多
く
は
な
い
。
非
常
に
少
な
い
と
い
っ
た
方
が
正
確
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
よ
う
な

状
況
に
あ
っ
て
、｢

上
位
概
念｣

と
し
て
の�

�
����

��
�
��	

に

｢

間
接
義
務｣

と
い
う
訳
語
を
当
て

(

�)

、
そ
の
性
質
に
つ
い
て
次
の
よ
う

に
説
明
す
る
も
の
が
あ
る

(

奥
田)

。

間
接
義
務

(�
�
����

��
�
��	)

を
つ
く
さ
な
か
っ
た
場
合
、
民
事
法
上
、
あ
る
容
態
の
遵
守
が
法
秩
序
に
よ
り
要
請
せ
ら
れ
て
は
い

る
が
、
そ
れ
の
不
遵
守
に
対
し
て
履
行
の
強
制
や
損
害
賠
償
責
任
の
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
が
用
意
さ
れ
て
お
ら
ず
、
違
反
者
は
た
だ
あ
る
権

利
を
失
う
と
い
う
不
利
益
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
場
合
が
あ
る
。
こ
れ
を
間
接
義
務

(

ド
イ
ツ
で
は�

�
����

��
�
��	)

と

呼
ん
で
い
る
。
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
の
面
だ
け
を
見
れ
ば
自
然
債
務
に
似
て
い
る
が
、
間
接
義
務
は
真
正
の
義
務
で
は
な
く
、
権
利
者
の
権

利
保
持
も
し
く
は
行
使
の
前
提
に
す
ぎ
な
い
も
の
と
見
ら
れ
て
い
る
、
と
さ
れ
る

(

�)

。

以
上
か
ら
窺
え
る
こ
と
は
、
��
ま
ず
、
間
接
義
務

(�
�
����

��
�
��	)

は
、｢

民
事
法
上｣

の
概
念
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と

(

議
論
領
域)

、
��
次
に
、
そ
れ
は

｢

真
正
の
義
務
で
は
な
く｣

、
権
利
者
の
権
利
保
持
・
行
使
の
前
提
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と

(

法

的
性
質)

、
��
そ
れ
に
違
反
し
た
場
合
、
違
反
者
に
は
権
利
喪
失
と
い
う
一
定
の
不
利
益
は
生
ず
る
が
、
履
行
の
強
制
や
損
害
賠
償
責
任

の
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
は
な
い
こ
と

(

効
果)

、
��
間
接
義
務
の
負
担
者
に
つ
い
て
は
違
反
者
と
す
る
だ
け
で
あ
る
が
、
後
述
四
に
お
け
る

具
体
例
を
見
る
と
、｢

債
権
者｣

で
あ
る
場
合
が
目
に
付
く

(

主
体)

、
��
先
述
一
の
解
説
と
は
異
な
り
、｢

付
随
義
務｣

と
は
さ
れ
て

わが国における義務研究の到達点


�－�－ (名城 
��)�

た
(

い
わ
ゆ
る
前
提
理
論)

。
こ
の
見
解
が
、
そ
の
後
の
ド
イ
ツ
で
の
保
険
法
上
の
議
論
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
、
と

さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、�

�
����

��
�
��	

は
保
険
法
上
の
用
語
・
固
有
の
概
念
と
し
て
展
開
し
て
き
た
こ
と
が
窺
え
る
。
し
か
し
、
注
目
す

べ
き
は
、
む
し
ろ
次
の
点
で
あ
る
。�

�
����

��
�
��	

は
元
々
保
険
法
上
の
概
念
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
民
法
を
含
む
私
法
の

｢

上
位

概
念｣

と
し
て
の
体
系
化
が
提
唱
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
ド
イ
ツ
の
保
険
法
学
者
ラ
イ
マ
ー
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト

(
�
���

��

�
��

�
��
	�

�
��

�
�
����

��
�
��	��

�
��
�)

で
あ
る
と
さ
れ
る

(

８)

。
こ
の
提
唱
は
次
第
に
現
実
の
も
の
と
な
り
、
現
在
で
は
こ
の
概
念
が
民
法

な
ど
保
険
法
以
外
の
部
門
に
お
い
て
も
定
着
し
て
い
る

(

９)

。

す
な
わ
ち
、�

�
����

��
�
��	

は
、
現
在
で
は
、
保
険
契
約
法
に
限
定
さ
れ
る
概
念
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
次
に
、
そ

の
概
念
の
起
源
は
保
険
法
に
あ
り
、
わ
が
国
に
お
い
て
か
つ
て
盛
ん
に
議
論
が
な
さ
れ
た
の
も
保
険
契
約
の
領
域
に
お
い
て
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
一
部
の
解
説

(

先
述
一)

に
お
い
て
、�

�
����

��
�
��	

が
保
険
契
約
上
の
概
念
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
背
景
が
あ

る
程
度
推
論
で
き
る
。

(

７)

石
田
・
前
掲
注

(

１)

論
文
六
六
頁
以
下
な
ど
。

(

８)

生
田
・
前
掲
注

(

１)

論
文
五
、
二
二
頁
。

(

９)

例
え
ば
、
受
領
義
務

(

受
領
遅
滞
制
度)

に
つ
い
て
の
説
明
概
念
の
変
化
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
ド
イ
ツ
法
系

(

オ
ー
ス
ト
リ
ア

民
法
・
ス
イ
ス
債
務
法
を
含
む)

に
お
け
る�

�
����

��
�
��	

概
念
の
定
着
傾
向
を
概
観
す
る
も
の
と
し
て
、
辻
・
前
掲
注

(

１)

論
文
一
六
〇

頁
以
下
が
あ
る
。

論 説
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(

被
害
者)

の
損
害
抑
止
義
務

(

民
第
四
一
八
条
、
七
二
二
条
二
項

(

�))

、
解
除
の
場
合
の
買
主
の
損
害
抑
止
義
務

(

民
第
一
条
二
項)

、

債
権
者
が
法
定
代
位
権
者
に
対
し
て
負
う
担
保
保
存
義
務

(

民
第
五
〇
四
条

(

�))

、
被
用
者
に
対
す
る
使
用
者
の
監
督
義
務

(
身
元
第
五

条)

な
ど
が
あ
る

(

�)

(

こ
の
他
、
ド
イ
ツ
民
法
に
お
い
て
は
、
債
務
と
し
て
の
受
領
義
務
を
認
め
な
い
が
、
受
領
遅
滞
と
い
う
状
態
を
生
じ
る
と
間
接
義
務

(�
�
����

��
�
��	)

の
効
果
と
し
て
債
権
者
は
一
定
の
不
利
益
を
受
け
る
と
さ
れ
て
い
る)

。

こ
の
中
か
ら
、
解
除
の
場
合
の
買
主
の
損
害
抑
止
義
務
、
過
失
相
殺
に
お
け
る
権
利
者

(

被
害
者)

の
損
害
抑
止
義
務
、
債
権
者
の

受
領
義
務
、
債
権
者
の
担
保
保
存
義
務
の
場
合
を
少
し
見
る
こ
と
に
す
る
。

注
目
点
は
、
こ
の
概
念
を
用
い
れ
ば
そ
れ
ら
の
制
度
が
ど
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
か
で
あ
る

(

も
し
現
在
の
通
説
・
判
例
よ
り
説
明
が
明

確
と
な
る
な
ど
の
意
義
が
あ
れ
ば
、
こ
の
概
念
の
有
用
性
が
具
体
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か)

。

��

解
除
の
場
合
の
買
主
の

｢

損
害
抑
止
義
務｣

従
来
の
学
説
は
、
賠
償
額
の
算
定
基
準
時
に
つ
き
判
例
に
一
貫
性
が
な
い
と
非
難

し
て
き
た

(

履
行
期
・
履
行
不
能
時
・
訴
え
提
起
時
・
口
頭
弁
論
終
結
時
・
解
除
時
な
ど)

。
問
題
と
な
る
の
は
、
目
的
物
が
種
類
物
の
場
合
で
あ

る
。
売
買
契
約
に
お
い
て
売
主
に
債
務
不
履
行
が
あ
る
場
合
、
目
的
物
が
種
類
物
で
あ
れ
ば
代
替
性
が
あ
る
た
め
、
多
く
の
場
合
市
場

か
ら
同
様
の
も
の
を
容
易
に
調
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
買
主
は
契
約
を
解
除
し
た
後
た
だ
待
っ

て
い
る
だ
け
で
な
く
、
信
義
則
上
、
速
や
か
に
代
替
物
購
入
の
措
置
な
ど
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
損
害
の
発
生
・
拡
大
を
食
い
止
め

る
か
ま
た
は
最
小
限
に
す
る
損
害
抑
止
義
務
を
負
っ
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る

(

こ
の
よ
う
な
義
務
は
英
米
法
・
ド
イ
ツ
法
・
国
際
動
産
売

買
ウ
ィ
ー
ン
条
約
で
採
用
さ
れ
て
い
る)

。

こ
の
義
務
を
ベ
ー
ス
と
す
る
な
ら
ば
、
判
例
の
賠
償
額
算
定
基
準
時
の
選
択
は
次
の
よ
う
な
見
方
が
可
能
と
な
る
。
基
準
時
を
、
解

除
時
や
履
行
時
と
す
る
判
例
は
、
そ
れ
ら
の
時
点
で
買
主
が
契
約
を
解
除
し
て
代
替
取
引
を
行
う
べ
き
こ
と
を
前
提
に
、
損
害
を
算
定

し
て
い
る
と
い
う
見
方
で
あ
る

(

例
え
ば
谷
口
・
最
近
で
は
内
田

(

�))

。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
多
く
の
判
例
を
バ
ラ
ツ
キ
な
く
説
明
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

わが国における義務研究の到達点


�－�－ (名城 
��)��

い
な
い
こ
と

(

位
置
付
け)

、
で
あ
る
。

(

�)
奥
田
・
前
掲
注

(

１)

民
法
学
Ⅰ
四
一
頁
、
同
・
前
掲
注

(

１)

債
権
総
論
一
九
三
、
二
一
二
、
五
五
五
頁
、
前
田
・
前
掲
書
注

(

１)

二

〇
八
、
二
八
九
、
二
九
七
頁
。

(

�)

奥
田
・
前
掲
注

(

１)

民
法
学
Ⅰ
四
一
頁
以
下
。

四

�
�
����

��
�
��	

概
念
の

｢

有
用
性｣

の
検
証

�
�
����

��
�
��	

に
包
摂
さ
れ
る
具
体
的
ケ
ー
ス
の
分
析
か
ら

�
�
����

��
�
��	

と
い
う
概
念
に
包
摂
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
場
合
で
あ
ろ
う
か
。
も
し

現
在
の
通
説
・
判
例
よ
り
説
明
が
明
確
と
な
る
な
ど
の
意
義
が
あ
れ
ば
、
こ
の
概
念
の
有
用
性
が
具
体
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
ど

う
で
あ
ろ
う
か
。

先
述
三
の
よ
う
に
、�

�
����

��
�
��	

に
関
す
る
解
説
は
若
干
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
内
容
を
辿
っ
た
だ
け
で
は
、
そ
の
概
念

の
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
つ
か
む
こ
と
は
難
し
い
。
そ
こ
で
、
こ
の
概
念
に
包
摂
さ
れ
る
具
体
例
を
見
る
こ
と
に
す
る
。
従
来
の
研
究

に
よ
る
と
、
次
の
よ
う
な
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る

(

奥
田
ほ
か)
。

��

保
険
法
上
の
告
知
義
務

(

商
第
六
四
四
、
六
七
八
条)

、
危
険
を
招
来
せ
し
め
な
い
義
務

(

商
第
六
五
六
条)

、
危
険
増
加
の
場

合
の
通
知
義
務

(

商
第
六
五
七
条
二
項)

、
損
害
防
止
義
務

(

商
第
六
六
〇
条)

な
ど
、

	�

商
法
上
の
買
主
の
目
的
物
検
査
義
務
お
よ
び
瑕
疵
通
知
義
務

(

商
第
五
二
六
条)

、


�

民
法
上
の
義
務
と
し
て
は
、
解
除
権
者
の
目
的
物
を
毀
損
し
な
い
義
務

(
民
第
五
四
八
条
一
項)

、
過
失
相
殺
に
お
け
る
権
利
者

論 説
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従
来
の
通
説
お
よ
び
判
例

(

大
審
院
判
例

(

た
だ
し
最
高
裁
に
は
変
化
の
兆
し
あ
り))

は
次
の
よ
う
に
主
張
す
る

(

法
定
責
任
説

(

�))
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
権
利
は
、
そ
の
性
質
上
当
然
こ
れ
を
行
使
す
る
義
務
を
伴
う
も
の
で
は
な
く
、
こ
れ
を
行
使
す
る
か
否
か
は
原
則

と
し
て
権
利
者
の
自
由
で
あ
る
。
あ
る
権
利
を
行
使
す
る
こ
と
が
権
利
者
の
義
務
で
あ
る
と
い
う
た
め
に
は
、
特
に
こ
れ
を
義
務
と
認

め
る
法
律
の
規
定
を
要
す
る
。
債
権
に
つ
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
義
務
を
認
め
る
べ
き
法
典
上
の
根
拠
は
な
い
、
と
す
る

(

こ
こ
か
ら

受
領
遅
滞
の
効
果
と
し
て
は
解
除
や
損
害
賠
償
を
認
め
な
い
と
す
る)

。
こ
の
主
張
か
ら
、
次
の
こ
と
が
窺
え
る
。

�

伝
統
的
な
義
務
論
で
あ
る
。
つ
ま
り
そ
れ
は
、｢

権
利
者
は
権
利
を
有
す
る
だ
け
で
義
務
を
負
わ
ず｣

、
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。

こ
の
立
場
を
起
点
と
す
れ
ば
、
債
権
者
は
権
利
を
有
す
る
だ
け
で
義
務

(

受
領
義
務)

を
負
う
は
ず
が
な
い
か
ら
、
受
領
し
な
く
て
も

義
務
違
反
は
生
じ
な
い
こ
と
に
な
る
。
た
だ
こ
れ
で
は
、
不
公
平
に
な
る
。
そ
こ
で
、
履
行
遅
延
に
よ
っ
て
生
ず
る
不
利
益
を
法
律
に

よ
っ
て
債
権
者
に
負
わ
せ
る
こ
と
に
し
た
、
と
解
す
る
こ
と
に
な
る
。

�

受
領
遅
滞
に
つ
い
て
類
似
の
説
明
の
仕
方
が
、
初
期
の
ド
イ
ツ
民
法

(

日
本
民
法
の
起
草
時
お
よ
び
そ
の
後
の
あ
る
期
間
も
同
様)

に
お

い
て
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る

(

た
だ
、
ド
イ
ツ
民
法
に
お
い
て
は
、
次
第
に��

�
����

��
�
��	


���

��

�
�

そ
の
後�

�
����

��


���

と
い
う
概
念

で
受
領
義
務
が
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
現
在
に
至
っ
て
い
る

(

最
近
で
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
民
法
・
ス
イ
ス
債
務
法
に
も
波
及
し
て
い
る

(

�))

。

右
�
�
の
こ
と
は
、
な
に
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
�
の
義
務
論
は
、
義
務
の
主
体
・
義
務
の
性
質
を
厳
格
に
捉
え
る
立
場
で

あ
る
。
こ
の
立
場
の
出
発
点
は
、
権
利
者

(

債
権
者)

は
義
務
の
主
体
に
な
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
そ
こ
で
想
定
さ
れ

て
い
る
義
務
は
給
付
義
務
で
あ
る
。
こ
の
立
場
を
と
る
と
、
そ
れ
を
取
り
ま
く
義
務
群
の
幅
は
非
常
に
狭
く
な
る
。
つ
ま
り
、
権
利
者

も
一
定
の
範
囲
で
拘
束
を
負
う
場
面
が
説
明
し
く
く
な
り
、
そ
の
部
分
を
法
が
認
め
た
特
別
の
責
任
と
し
て
処
理
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
権
利
者
側
に
も
多
様
な
義
務
群

(

付
随
義
務
や�

�
����

��


���)

を
想
定
す
る
立
場
を
と
れ
ば
、
説
明
が
明
確
で
容
易

と
な
り
、
段
階
的
な
効
果
を
導
く
こ
と
に
よ
っ
て
妥
当
な
処
理
が
可
能
と
な
る
。

��

債
権
者
の
担
保
保
存
義
務

債
権
者
は
、
代
位
す
る
正
当
の
利
益
を
有
す
る
弁
済
者

(

法
定
代
位
権
者)

の
利
益
を
保
護
す
る
た

わが国における義務研究の到達点
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こ
の
よ
う
な
損
害
抑
止
義
務
は
、
債
権
者
が
利
益
を
受
け
る
た
め
に
あ
る
行
為
を
要
求
さ
れ
る
場
合
で
あ
り
、�

�
����

��


���

と

位
置
付
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る

(

例
え
ば
奥
田

(

�))

。

��

過
失
相
殺
に
お
け
る
過
失
と

｢

損
害
抑
止
義
務｣

過
失
相
殺
の

｢

過
失｣

は
、
不
法
行
為
の
要
件
の
過
失
や
債
務
不
履
行
の
帰

責
事
由
と
は
異
な
り
、
減
額
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
債
権
者

(

ま
た
は
不
法
行
為
の
被
害
者)

の
事
情
と
い
う
程
度
の
意
味
で
あ
る
と
さ
れ

る
。
し
か
し
、
ど
の
よ
う
に
異
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
見
ら
れ
る
。
過
失
の
観
念
は
、
本
来
、
法
律
上
の
義
務
に
伴
っ
て
生
ず
る
も
の
で

あ
る
。
債
権
者
ま
た
は
不
法
行
為
の
被
害
者
は
、
そ
の
意
味
で
、
債
権
者
の
損
害
避
止
義
務
、
損
害
拡
大
防
止
義
務
な
ど
は
真
正
の
法

上
の
義
務

(

そ
の
違
反
に
対
し
相
手
方
に
対
し
損
害
賠
償
義
務
を
負
う)

で
は
な
く
、
た
だ
消
極
的
に
賠
償
請
求
権
を
失
う
と
か
賠
償
額
を
減

額
さ
れ
る
な
ど
の
不
利
益
を
被
る
に
す
ぎ
な
い
と
こ
ろ
の
、
い
わ
ゆ
る
間
接
義
務

(

オ
ッ
プ
リ
ー
ゲ
ン
ハ
イ
ト

�
�
����

��


���)

で
あ
る
。

こ
の
意
味
に
お
い
て
は
、
過
失
相
殺
に
お
け
る
債
権
者
の
過
失
は
、
他
人
に
対
す
る
義
務
を
前
提
と
し
、
か
つ
、
義
務
違
反
に
よ
る
損

害
賠
償
の
責
任
要
件
と
さ
れ
る
通
常
の
過
失
と
は
異
な
る
、
と
さ
れ
る

(

�)

。
こ
れ
は
、
過
失
相
殺
を�

�
����

��


���

の
視
点
か
ら
捉
え

直
し
た
説
明
で
あ
る
。

真
正
の
法
律
上
の
義
務
の
場
合
、
そ
の
違
反
に
よ
っ
て
侵
害
さ
れ
る
の
は
特
定
・
不
特
定
の
他
人
の
利
益
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

そ
の
違
反
が
あ
る
と
、
相
手
方
は
損
害
を
被
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
損
害
に
対
す
る
賠
償
責
任
が
生
ず
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
債
権
者

ま
た
は
不
法
行
為
の
被
害
者
の
過
失
は
、
自
己
の
利
益
を
守
ら
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
自
己
に
不
利
益
が
生
ず
る
要
件
で
あ
る
。

こ
こ
で�

�
����

��


���

と
い
う
概
念
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、｢
侵
害
利
益｣

の
違
い

(

他
人
の
利
益
か
自
己
の
利
益
か)

、
義
務

｢

主

体｣

の
違
い

(

債
務
者
か
債
権
者
か)

、
そ
れ
に
対
応
す
る
救
済

｢

効
果｣
の
違
い

(

損
害
賠
償
そ
の
他
の
強
い
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
か
減
額
な
ど
の
弱

い
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
か)

が
よ
り
明
確
と
な
る
。

��

債
権
者
の｢

受
領
義
務｣

受
領
遅
滞
の
法
的
性
質
に
つ
い
て
は
複
数
の
主
張
が
あ
る
が(

法
定
責
任
説
・
債
務
不
履
行
説
・
折
衷
説)

、

論 説
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(

�)

奥
田
・
前
掲
注

(

１)

債
権
総
論
一
九
三
、
二
一
二
、
五
五
五
頁
。

(

�)

末
川
・
前
掲
注

(

１)

辞
典
一
三
三
頁
。

(

�)

谷
口
・
前
掲
書
注(

１)

四
六
―
四
七
頁
、
内
田
・
前
掲
注(

１)

民
法
Ⅲ
一
一
四
、
一
五
七
頁
、
同
・
前
掲
注(

１)

論
文
一
頁
、
飯
島
・

前
掲
注

(

１)

百
選
九
。

(

�)

奥
田
・
前
掲
注

(

１)

債
権
総
論
一
九
二
頁
。

(

�)

同
右
・
二
一
二
頁
。

(

�)

鳩
山
秀
夫

｢

債
権
者
の
遅
滞｣

(

大
五)

(

債
権
法
に
お
け
る
信
義
誠
実
の
原
則

(

昭
三
〇)

所
収
、
一
〇
五
頁
以
下)

、
於
保
不
二
雄
・
債

権
総
論(

新
版)

一
一
七
頁
以
下(

昭
四
七)

、
柚
木
馨
・
高
木
多
喜
男(

補
訂)

・
判
例
債
権
法
総
論(

補
訂
版)

一
五
五
頁
以
下(

昭
四
六)

な
ど
。

(

�)

辻
・
前
掲
注

(

１)

論
文
一
六
〇
頁
以
下
。

五

�
�
����

��
�
��	

の
位
置
付
け

見
解
の
相
違
と
そ
の
背
景

�
�
����

��
�
��	

の
位
置
付
け
が
課
題
と
し
て
残
る
。�

�
����

��
�
��	

と
い
う
概
念
は
法
的
に
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ
る
の
で

あ
ろ
う
か
。
一
つ
に
は
、
��

�
����

��
�
��	

は
真
正
の
義
務
で
は
な
く
権
利
者
の
権
利
保
持
も
し
く
は
行
使
の

｢

前
提｣

に
す
ぎ
な

い
と
す
る
立
場
が
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
	�

�
����

��
�
��	

を

｢

付
随
義
務｣

と
位
置
付
け
る
立
場
で
あ
る
。
両
見
解
に
は
実
質
的

に
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
位
置
付
け
の
違
い
が
生
ず
る
の
で
あ
ろ
う
か
。




両
見
解
の
概
要

�｢

前
提｣

と
見
る
立
場

(

奥
田)

�
�
����

��
�
��	

に
違
反
し
た
場
合
の
効
果
と
し
て
、
履
行
の
強
制
や
損
害
賠
償
責
任
は
生
じ

な
い
。
違
反
者
に
は
、
た
だ
あ
る
権
利
を
失
う
と
い
う
不
利
益
が
課
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
と
す
る
。
こ
こ
か
ら
こ
の
見
解
は
、

わが国における義務研究の到達点


�－�－ (名城 
��)�


め
一
種
の
担
保
保
存
義
務
を
負
う
と
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
銀
行

(

債
権
者)

は
、
保
証
人

(

法
定
代
位
権
者)

に
資
力
が
あ
る
こ
と
を
当

て
に
し
て
、
主
債
務
者
が
設
定
し
た
抵
当
権
を
放
棄
す
る
場
合
が
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
で
は
、
保
証
人
は
弁
済
を
し
て
も
、
そ
の
抵
当

権
に
代
位
で
き
な
く
な
り
、
求
償
確
保
の
保
証
人
の
期
待
は
裏
切
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
抵
当
権
が
放
棄
さ
れ
な
け
れ
ば
回

収
で
き
た
は
ず
の
限
度
で
、
保
証
人
は
債
務
を
免
れ
る
と
さ
れ
て
い
る

(

民
第
五
〇
四
条)

。

�

こ
の
こ
と
か
ら
、
民
法
が
債
権
者
に
一
種
の
義
務
を
課
し
て
い
る
こ
と
が
分
る
。
し
か
し
、
な
ぜ
そ
の
義
務
に
違
反
し
て
も
損

害
賠
償
請
求
権
が
生
じ
な
い
の
か
、
な
ぜ
免
責
と
い
う
効
果
し
か
生
じ
な
い
の
か
は
明
確
で
な
い

(

効
果
論)

。
同
条
に
お
け
る
故
意
・

過
失
は
、
法
定
代
位
の
対
象
と
な
る
担
保
の
喪
失
ま
た
は
減
少
に
対
す
る
故
意
・
過
失
で
あ
れ
ば
よ
い
と
一
般
に
解
さ
れ
て
い
る
。
な

ぜ
免
責
を
生
ず
る
関
係
の
存
在

(
例
え
ば
担
保
の
放
棄
に
よ
っ
て
損
害
を
受
け
る
保
証
人
の
存
在)

に
つ
い
て
の
故
意
・
過
失
は
必
要
で
は
な
い

の
で
あ
ろ
う
か

(

要
件
論)

。
義
務
違
反
の
場
合
に
我
々
が
通
常
イ
メ
ー
ジ
す
る
効
果
や
要
件
と
は
異
な
る
こ
と
が
分
る
。

換
言
す
る
と
、
そ
の
違
反
に
よ
っ
て
、
損
害
賠
償

(

こ
の
他
例
え
ば
履
行
強
制
・
解
除)

の
よ
う
な
強
い
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
を
生
ぜ
し
め
る

こ
と
な
く
、
免
責
の
よ
う
な
弱
い
効
果
し
か
生
じ
な
い
と
い
う
担
保
保
存
義
務
の
存
在
お
よ
び
性
質
を
ど
の
よ
う
に
説
明
す
る
か
。
損

害
発
生
の
予
見
可
能
性
を
要
件
と
し
な
い
過
失
を
ど
の
よ
う
に
見
る
か
。
こ
れ
ら
の
疑
問
に
答
え
る
た
め
に
は
、
担
保
保
存
義
務
の
性

質
を
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
際
に
無
視
で
き
な
い
の
は
、�

�
����

��
�
��	

の
視
点
で
あ
り
、
そ
の
有
意
義
性
で
あ
る
。
担
保

保
存
義
務
に
関
す
る
右
の
疑
問
点
は
よ
り
明
解
に
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

	

現
に
、
ド
イ
ツ
民
法
に
お
け
る
担
保
保
存
義
務
の
説
明
を
辿
る
と
、
そ
の
初
期
に
お
い
て
見
ら
れ
た
法
的
構
成
と
は
異
な
り
、

次
第
に�

�
����

��
�
��	

と
い
う
概
念
に
よ
る
説
明
が
は
じ
ま
り
、
最
近
で
は
定
着
す
る
に
至
っ
て
い
る(

最
近
で
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
民
法
・

ス
イ
ス
債
務
法
に
も
波
及
し
て
い
る)

。

(

�)

奥
田
・
前
掲
注

(

１)

民
法
学
Ⅰ
四
二
頁
。

論 説

(名城 
��) 
�－�－��



が
当
て
ら
れ
、
各
種
の
法
制
度
の
説
明
の
た
め
に
多
用
さ
れ
た
概
念
で
あ
る

(

例
え
ば
、
過
失
相
殺
・
受
領
遅
滞
な
ど)

。�
�
����

��
�
��	

と��


����

	�


���

�����
	�

�
�

は
、
そ
の
提
唱
者
も
提
唱
さ
れ
た
時
期
も
異
な
る
。
し
か
し
、
両
概
念
の
性
質
・
効
果
に
は
重
な
り

合
う
部
分
が
か
な
り
が
見
ら
れ
る

(

後
述
む
す
び
�)

。
従
っ
て
、
両
者
の
関
係
が
問
題
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。

現
に
、
先
述
�
�
の
見
解
は
、
両
概
念
の
関
係
を
問
題
と
す
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、��



����

	�


���

�����
	�

�
�

は
本
来
の
義
務

で
は
な
く
、
付
随
義
務
の
義
務
性
と
法
的
強
制
の
有
無
の
点
で
区
別
さ
れ
る
と
す
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
先
述
�
�
の
見
解
は
、�

�
����

��
�
��	

と��


����

	�


���

�����
	�

�
�

の
両
概
念
に

｢

間
接
義
務｣

と
い
う
訳

語
を
当
て
て
い
る
。
し
か
も
、
�
見
解
の
解
説
に
よ
る
と
、
両
概
念
の
性
質
お
よ
び
効
果
は
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る

(

�)

。
こ
れ
が
な
に
を
意
味

す
る
か
は
興
味
深
い

(

後
述
む
す
び
�)

。

�

見
解
の
相
違
と
そ
の

｢

背
景｣

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
位
置
付
け
の
違
い
が
生
ず
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
問
題
は
、
両
見
解
に
相
違
が
生
ず
る
背
景
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
先
の
見
解
を
そ
の
主
張
の
出
発
点
を
中
心
に
検
討
す
る
。

先
述
�
の
よ
う
に
、
�
の
見
解
に
よ
る
と
、�

�
����

��
�
��	

は
真
正
の
義
務
で
な
い
と
し
、
そ
れ
は
権
利
者
の
権
利
保
持
・
行
使

の
前
提
と
見
る
。
�
の
見
解
は
、�

�
����

��
�
��	

に
真
正
の
義
務
性
を
認
め
な
い
立
場
で
あ
る
こ
と
が
分
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
�

の
見
解
に
よ
る
と
、�
�
����

��
�
��	

は
弱
め
ら
れ
た
義
務
で
あ
る
と
し
、
そ
の
性
質
は
高
度
の
法
的
強
制
力
以
外
の
一
定
の
法
的
不

利
益

(

権
利
喪
失
・
相
手
方
の
予
防
手
段
の
許
容
な
ど)

を
強
制
力
と
し
た
広
義
の
義
務
と
す
る
。
つ
ま
り
、
�
の
見
解
は
、�

�
����

��
�
��	

に
一
定
の
強
制
力
が
あ
る
と
し
、
そ
こ
か
ら

(

広
義
の)

義
務
性
を
認
め
る
。

��｢

相
違｣

議
論
の
出
発
点

こ
の
よ
う
な
相
違
を
生
ず
る
背
景
は
な
に
か
が
問
題
と
な
る
。
両
見
解
の
議
論
の
出
発
点
は

な
に
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
に
違
い
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
法
的
義
務
性
の
捉
え
方
に
違
い
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

法
的
義
務
に
伴
う
強
制
手
段
と
し
て
、
訴
求
性
・
執
行
性
・
損
害
賠
償

(

強
い
サ
ン
ク
シ
ョ
ン)

が
必
要
と
見
る
な
ら
ば
、

わが国における義務研究の到達点

��－�－ (名城 ���)��

�
�
����

��
�
��	

を
次
の
よ
う
に
位
置
付
け
る
。

そ
れ
は
、
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
の
面
だ
け
を
見
れ
ば
自
然
債
務
に
似
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
真
正
の
義
務
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
そ

れ
は
権
利
者
の
権
利
保
持
も
し
く
は
行
使
の
前
提
に
す
ぎ
な
い
、
と
す
る

(

�)

。

�｢

付
随
義
務｣

と
見
る
立
場(

北
川)

ま
ず
、�

�
�
��

�
�

	

の
主
張
の
概
要
を
辿
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
法
上
の
義
務
領
域
を
、

よ
り
強
い
効
力
を
有
す
る
も
の

(

���

��


����

�
��	)

と
よ
り
弱
い
効
力
を
有
す
る
も
の

(�
�
����

��
�
��	)

に
分
け
、
前
者
は
最

小
限
損
害
賠
償
義
務
に
よ
り
裏
打
ち
さ
れ
た
法
的
義
務
で
あ
り
、
後
者
は
損
害
賠
償
義
務
の
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
を
欠
く
が
、
既
存
の
権
利

喪
失
・
法
的
地
位
の
変
化
な
ど
の
不
利
益
に
よ
る
強
制
が
見
ら
れ
る
、
と
す
る
。

そ
の
上
で
、
広
義
の
義
務�

�
����

��
�
��	

の
性
質
は
、
給
付
義
務
に
従
属
的
な
履
行
過
程
の
付
随
義
務
の
義
務
性
と
部
分
的
に
対

応
し
て
い
る
と
す
る

(

	)

。

�

両
見
解
の
主
張
内
容
の
対
比

右
�
の
両
見
解
の
概
要
か
ら
、
次
の
こ
と
が
窺
え
る
。
す
な
わ
ち
、
�
の
見
解
に
よ
る
と
、�

�
����

��
�
��	

は
真
正
の
義
務
で
な

く
、
そ
れ
は
権
利
者
の
権
利
保
持
・
行
使
の
前
提
で
あ
る
、
と
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
�
の
見
解
に
よ
る
と
、�

�
����

��
�
��	

は
弱
め
ら
れ
た
義
務
で
あ
る
と
し
、
そ
の
性
質
は
高
度
の
法
的
強
制
力
以
外
の
一
定
の
法
的
不
利
益

(

権
利
喪
失
・
相
手
方
の
予
防
手
段
の

許
容
な
ど)

を
強
制
力
と
し
た
広
義
の
義
務
で
あ
る
、
と
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
�
の
見
解
は
、�

�
����

��
�
��	

に
も
一
定
の
強
制
力
が

あ
る
と
し
、
そ
こ
か
ら

(

広
義
の)

義
務
性
を
認
め
る
。

�

類
似
の
概
念
と
の
関
係

��


����

	�


���

�����
	�

�
�

と
の
関
係

�
�
����

��
�
��	

と
類
似
す
る
概
念
が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
、��



����

	�


���

�����
	�

�
�

で
あ
る
。�

�
����

��
�
��	

と
の
関
係
は
、

こ
こ
で
の
議
論
と
無
関
係
で
は
な
い
。

��


����

	�


���

�����
	�

�
�

は
、
戦
前
に
お
け
る
わ
が
国
の
民
法
関
係
の
体
系
書
・
論
文
に
お
い
て
は
、
間
接
義
務
と
い
う
訳
語

論 説

(名城 ���) ��－�－��



む
す
び

そ
こ
で
以
下
で
は
、
先
の
問
題
設
定
に
基
づ
く
考
察
内
容
を
整
理
す
る
こ
と
に
す
る

(

後
述
�)

。
そ
の
上
で
、�

�
����

��
�
��	

概

念
が
ド
イ
ツ
法
に
お
い
て
定
着
し
た
背
景

(

最
近
で
は
ド
イ
ツ
法
系
に
ま
で
拡
大)

に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
に
す
る

(

後
述
�)

。
そ
し

て
最
後
に
、�

�
����

��
�
��	

と��


����

	�


���

�����
	�

�
�

と
の
関
係
を
そ
の
訳
語
の
視
点
か
ら
分
析
す
る
こ
と
に
す
る
。
わ
が
国

で
は�

�
����

��
�
��	

に
間
接
義
務
と
い
う
訳
語
が
当
て
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
が
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
訳
語
が
当
て
ら
れ
る
の
か
と
い

う
疑
問
が
残
る
。
そ
の
背
景
に
つ
い
て
、
類
似
す
る��



����

	�


���

�����
	�

�
�

概
念
の
展
開
と
の
関
係
か
ら
分
析
を
試
み
る
こ
と

に
す
る

(

後
述
�)

。

�

整

理

��

オ
ッ
プ
リ
ー
ゲ
ン
ハ
イ
ト

(�
�
����

��
�
��	)

と
は
な
に
か
。
わ
が
国
で
は
ど
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
て
い
る
の
か

(

先
述
一

い

わ
ゆ
る

｢

オ
ッ
プ
リ
ー
ゲ
ン
ハ
イ
ト｣

の
わ
が
国
に
お
け
る
定
義)

。

オ
ッ
プ
リ
ー
ゲ
ン
ハ
イ
ト
と
は
、
保
険
契
約
者
ま
た
は
被
保
険
者
の
保
険
者
に
対
す
る
義
務
の
う
ち
、
保
険
料
支
払
義
務
を
主
た
る

債
務
と
見
た
場
合
、
そ
の
付
随
義
務
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
告
知
義
務
、
通
知
義
務
、
損
害
防
止
義
務
、
報
告
・
証
拠
提
出
義
務
な
ど

の
総
称
で
あ
る
。
義
務
者
が
そ
れ
に
違
反
し
て
も
、
保
険
者
が
そ
の
履
行
を
請
求
し
た
り
、
損
害
賠
償
を
請
求
し
た
り
で
き
る
わ
け
で

は
な
く
、
単
に
契
約
の
解
除
と
い
う
不
利
益
を
義
務
者
が
被
る
に
す
ぎ
な
い
こ
と
か
ら
、
真
正
の
義
務
で
は
な
く
契
約
の
前
提
要
件
に

す
ぎ
な
い
と
解
さ
れ
て
い
る
、
と
さ
れ
る
。

以
上
か
ら
、
①
そ
の
解
説
で
は
、｢

保
険
契
約｣

上
の
概
念
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と

(

議
論
領
域)

、
②
そ
れ
は

｢

真
正
の
義
務

わが国における義務研究の到達点

��－�－ (名城 ���)��

�
�
����

��
�
��	

に
は
そ
の
よ
う
な
強
い
強
制
力
は
な
い
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、�

�
����

��
�
��	

は
真
正
の
義
務
で
な
い
こ
と
に
な

る
。
こ
こ
に
、
�
見
解
の
出
発
点
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
に
対
し
て
、
そ
れ
ら
の
強
制
手
段
以
外
に
も
、
権
利
喪
失
・
相
手
方
の
予
防
手
段
の
許
容
な
ど

(

弱
い
サ
ン
ク
シ
ョ
ン)

を
強
制

力
と
し
た
弱
い
義
務
性
を
肯
定
す
る
立
場
を
と
れ
ば
、�

�
����

��
�
��	

も
広
義
の
義
務
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
�
見
解
の
出
発
点
は
こ
こ
に
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

��｢

共
通
点｣
こ
の
よ
う
に
、
�
�
両
見
解
に
は
相
違
が
見
ら
れ
る
が
、
次
の
よ
う
な
共
通
点
も
存
在
す
る
。

な
ん
ら
か
の
法
的
拘
束
を
課
さ
れ
た
者
は
、
そ
の
違
反
に
対
し
て
な
ん
ら
か
の
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
が
生
ず
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
を
、

強
い
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
が
生
ず
る
領
域

(
�
�����

	
(�

��
�
�

	

が
い
う


���
��


����

�
��	))

と
弱
い
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
し
か
生
じ
な
い
領
域

(

�
�
����

��
�
��	)

と
に
分
け
て
議
論
し
て
い
る
点
で
は
共
通
点
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
両
見
解
は
ド
イ
ツ
法
を
ベ
ー
ス

と
し
て
い
る
点
に
お
い
て
、
共
通
し
て
い
る
。
現
に
、
ド
イ
ツ
法
の
義
務
論
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
議
論
の
仕
方
が
見
ら
れ
る

(

こ
の
こ
と
か
ら
ド
イ
ツ
法
の
よ
う
に
二
つ
の
概
念
に
分
け
ず
に
、�

�
����

��
�
��	

が
機
能
す
る
領
域
を
も
い
わ
ゆ
る

｢

義
務｣

の
効
果
に
取
り
込
ん
で
法
的
構

成
す
る
道
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
他
の
法
系
で
の
構
成
と
の
比
較
が
興
味
深
い)

。

(

�)

奥
田
・
前
掲
注

(

１)

民
法
学
Ⅰ
四
一
―
四
二
頁
。

(

�)

北
川
・
前
掲
書
注

(

１)

三
五
五
―
三
五
九
頁
。

(

�)

奥
田
・
前
掲
注

(

１)

民
法
学
Ⅰ
四
一
頁

(�
�
����

��
�
��	

の
解
説)

、
末
川
・
前
掲
注

(

１)

辞
典
三
〇
二
頁

(

奥
田
担
当：

��


����

	�



���

�����
	�

�
�

の
解
説)

。

論 説
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間
接
義
務
を
つ
く
さ
な
か
っ
た
場
合
、
民
事
法
上
、
あ
る
容
態
の
遵
守
が
法
秩
序
に
よ
り
要
請
せ
ら
れ
て
は
い
る
が
、
そ
れ
の
不
遵

守
に
対
し
て
履
行
の
強
制
や
損
害
賠
償
責
任
の
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
が
用
意
さ
れ
て
お
ら
ず
、
違
反
者
は
た
だ
あ
る
権
利
を
失
う
と
い
う
不

利
益
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
場
合
が
あ
る
。
こ
れ
を
間
接
義
務

(

ド
イ
ツ
で
は�

�
����

��
�
��	)

と
呼
ん
で
い
る
。
サ
ン

ク
シ
ョ
ン
の
面
だ
け
を
見
れ
ば
自
然
債
務
に
似
て
い
る
が
、
間
接
義
務
は
真
正
の
義
務
で
は
な
く
、
権
利
者
の
権
利
保
持
も
し
く
は
行

使
の
前
提
に
す
ぎ
な
い
も
の
と
見
ら
れ
て
い
る
、
と
さ
れ
る
。

以
上
か
ら
窺
え
る
こ
と
は
、
①
ま
ず
、
間
接
義
務

(�
�
����

��
�
��	)

は
、｢

民
事
上｣

の
概
念
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と

(

議

論
領
域)

、
②
次
に
、
そ
れ
は

｢

真
正
の
義
務
で
は
な
く｣

、
権
利
者
の
権
利
保
持
・
行
使
の
前
提
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と

(

法
的
性

質)

、
③
そ
れ
に
違
反
し
た
場
合
、
違
反
者
に
は
権
利
喪
失
と
い
う
一
定
の
不
利
益
は
生
ず
る
が
、
履
行
の
強
制
や
損
害
賠
償
責
任
の

サ
ン
ク
シ
ョ
ン
は
な
い
こ
と

(

効
果)

、
④
間
接
義
務
の
負
担
者
に
つ
い
て
は
違
反
者
と
す
る
だ
け
で
あ
る

(

主
体)

(

具
体
例

(

後
述
��
・

先
述
四)

を
見
る
と
間
接
義
務
の
負
担
者
が

｢

債
権
者｣

で
あ
る
場
合
が
目
に
付
く)

、
⑤
先
述
一
に
お
け
る
そ
の
概
念
の
定
義
と
異
な
り
、
こ
こ

で
は

｢

付
随
義
務｣

と
は
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

(

位
置
付
け)

、
で
あ
る
。

��

間
接
義
務

(�
�
����

��
�
��	)

に
包
摂
さ
れ
る
の
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
場
合
か
。
こ
の
概
念
の
有
用
性
は
あ
る
か

(

先
述
四

�
�
����

��
�
��	

概
念
の

｢

有
用
性｣

の
検
証

�
�
����

��
�
��	

に
包
摂
さ
れ
る
具
体
的
ケ
ー
ス
の
分
析
か
ら)

。

従
来
の
研
究
に
よ
る
と

(

奥
田
ほ
か)

、�
�
����

��
�
��	

に
包
摂
さ
れ
る
場
合
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
具
体
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

�

保
険
法
上
の
告
知
義
務

(

商
第
六
四
四
、
六
七
八
条)

、
危
険
を
招
来
せ
し
め
な
い
義
務

(

商
第
六
五
六
条)

、
危
険
増
加
の
場

合
の
通
知
義
務

(

商
第
六
五
七
条
二
項)

、
損
害
防
止
義
務

(

商
第
六
六
〇
条)

な
ど
、

�

商
法
上
の
買
主
の
目
的
物
検
査
義
務
お
よ
び
瑕
疵
通
知
義
務

(

商
第
五
二
六
条)

、

�

民
法
上
の
義
務
と
し
て
は
、
解
除
権
者
の
目
的
物
を
毀
損
し
な
い
義
務

(

民
第
五
四
八
条
一
項)

、
過
失
相
殺
に
お
け
る
権
利
者

(

被
害
者)

の
損
害
抑
止
義
務

(

民
第
四
一
八
条
、
七
二
二
条
二
項)

、
解
除
の
場
合
の
買
主
の
損
害
抑
止
義
務

(

民
第
一
条
二
項)

、

わが国における義務研究の到達点


�－�－ (名城 
��)��

で
は
な
く｣

、
契
約
の
前
提
要
件
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と

(

法
的
性
質)

、
③
そ
れ
に
違
反
し
た
場
合
、
そ
の
負
担
者
に
一
定
の
不

利
益
は
生
ず
る
が
、
履
行
の
請
求
や
損
害
賠
償
の
請
求
は
で
き
な
い
こ
と

(

効
果)

、
④
そ
れ
を
負
担
す
る
の
は
保
険
者
で
は
な
く
、

保
険
契
約
者
ま
た
は
被
保
険
者
で
あ
る
こ
と

(

主
体)

、
⑤

｢

付
随
義
務｣

と
見
る
こ
と
が
で
き
る
義
務
群
の
総
称
で
あ
る
と
さ
れ
て

い
る
こ
と

(
位
置
付
け)

、
が
分
る
。

��

オ
ッ
プ
リ
ー
ゲ
ン
ハ
イ
ト
は
、
保
険
契
約
法
に
限
定
さ
れ
る
概
念
か
。
も
し
そ
う
で
な
い
と
す
れ
ば
、
な
ぜ
保
険
契
約
上
の
固

有
の
概
念
と
解
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
の
か

(

先
述
二

�
�
����

��
�
��	

概
念
の
沿
革

保
険
契
約
法
と
の
関
係
か
ら)

。

�
�
����

��
�
��	

と
い
う
概
念
の
沿
革

(

ド
イ
ツ
法)

か
ら
分
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
ド
イ
ツ
保
険
法
上
の
用
語
・
固
有
の
概
念
と
し
て

展
開
し
て
き
た
概
念
で
あ
る
。
注
目
す
べ
き
は
、�

�
����

��
�
��	

は
元
々
保
険
法
上
の
概
念
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
民
法
を
含
む
私

法
の

｢

上
位
概
念｣

と
し
て
の
体
系
化
が
提
唱
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
ド
イ
ツ
の
保
険
法
学
者
ラ
イ
マ
ー
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト

(
�
���

��
�
��

�
��
	)

で
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
提
唱
は
次
第
に
現
実
の
も
の
と
な
り
、
現
在
で
は
こ
の
概
念
が
民
法
な
ど
保
険
法
以
外

の
部
門
に
お
い
て
も
定
着
し
て
い
る
。

一
方
、
わ
が
国
に
お
い
て�

�
����

��
�
��	

が
盛
ん
に
議
論
が
な
さ
れ
た
の
も
、
保
険
契
約
の
領
域
に
お
い
て
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
、�

�
����

��
�
��	

と
い
う
概
念
が
一
部
の
解
説
書
に
お
い
て
保
険
契
約
上
の
概
念
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
背
景
が
あ
る
程
度
推

論
で
き
る
。

��

わ
が
国
の
民
法
学
に
お
い
て
そ
の
概
念
は
ど
の
よ
う
に
解
さ
れ
て
い
る
の
か

(

先
述
三

わ
が
国
の
民
法
学
に
お
け
る
解
釈

上
位

概
念
と
し
て
の�

�
����

��
�
��	)

。

わ
が
国
の
民
法
学
に
お
い
て
は
、�

�
����

��
�
��	

に
関
す
る
研
究
は
あ
ま
り
多
く
な
い
。
非
常
に
少
な
い
と
い
っ
た
方
が
正
確
か

も
し
れ
な
い
。
そ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
、｢

上
位
概
念｣

と
し
て
の�

�
����

��
�
��	

に

｢

間
接
義
務｣

と
い
う
訳
語
を
当
て
、
そ

の
性
質
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
も
の
が
あ
る

(

奥
田
解
説)

。
そ
れ
に
よ
る
と
、

論 説
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が
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、�

�
����

��
�
��	

に
違
反
し
て
も
、
侵
害
さ
れ
る
の
は�

�
����

��
�
��	

を
負
担
す
る
者
自
身
の
利

益
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、
相
手
方
の
利
益
状
態
は
良
く
な
る
こ
と
に
な
る
。

�

�
�
����

��
�
��	

を
負
う

｢

主
体｣

債
権
債
務
関
係
お
け
る
真
正
の
法
的
義
務
の
主
体
は
、
通
常
は
債
務
者
で
あ
る
。
こ
れ
に

対
し
て
、
先
述
四
��
か
ら
��
の
検
討
例
か
ら
窺
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、�

�
����

��
�
��	

の
場
合
に
は
、
そ
の
主
体
が
む
し
ろ
債

権
者
で
あ
る
場
合
が
目
に
つ
く
こ
と
が
分
る
。

�

過
失

通
常
の
過
失
と
は
異
な
り
、
損
害
の
予
見
ま
で
を
要
し
な
い
場
合
が
あ
る
。
さ
ら
に
進
ん
で
、�

�
����

��
�
��	

違
反
に

つ
い
て
過
失
が
要
件
と
さ
れ
て
い
な
い
場
合
も
あ
る
こ
と
が
分
る
。

��

�
�
����

��
�
��	

と
い
う
概
念
は
法
的
に
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か

(

先
述
五

�
�
����

��
�
��	

の
位
置
付
け

見
解
の
相
違
と
そ
の
背
景)

。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
二
つ
の
見
解
が
見
ら
れ
る

(

五
�)

。
一
つ
は
、
��

�
����

��
�
��	

は
真
正
の
義
務
で
は
な
く
権
利
者
の
権

利
保
持
も
し
く
は
行
使
の

｢

前
提｣

に
す
ぎ
な
い
と
す
る
立
場
で
あ
る

(

奥
田)

。
も
う
一
つ
は
、
�
そ
れ
を

｢

付
随
義
務｣

と
位
置

付
け
る
立
場
で
あ
る

(

北
川)

。

さ
て
、
こ
の
両
見
解
に
は
実
質
的
に
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
先
の
考
察

(

五
	)

か
ら

次
の
こ
と
が
窺
え
る
。

�
の
見
解
に
よ
る
と
、�

�
����

��
�
��	

は
真
正
の
義
務
で
な
い
と
さ
れ
、
そ
れ
は
権
利
者
の
権
利
保
持
・
行
使
の
前
提
で
あ
る
と

さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
�
の
見
解
に
よ
る
と
、�

�
����

��
�
��	

は
弱
め
ら
れ
た
義
務
で
あ
る
と
さ
れ
、
そ
の
性
質
は
高
度
の
法

的
強
制
力
以
外
の
一
定
の
法
的
不
利
益

(

権
利
喪
失
・
相
手
方
の
予
防
手
段
の
許
容
な
ど)

を
強
制
力
と
し
た
広
義
の
義
務
と
さ
れ
る
。
つ
ま

り
、
�
の
見
解
は
、�

�
����

��
�
��	

に
一
定
の
強
制
力
が
あ
る
と
し
、
そ
こ
か
ら

(

広
義
の)

義
務
性
を
認
め
る
。

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
位
置
付
け
の
違
い
が
生
ず
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
両
見
解
の
相
違
が
生
ず
る
背
景
を
そ
れ
ぞ
れ
の
主
張

わが国における義務研究の到達点


�－�－ (名城 
��)��

債
権
者
が
法
定
代
位
権
者
に
対
し
て
負
う
担
保
保
存
義
務

(

民
第
五
〇
四
条)

、
被
用
者
に
対
す
る
使
用
者
の
監
督
義
務

(

身
元
第
五

条)
な
ど
が
あ
る

(

こ
の
他
、
ド
イ
ツ
民
法
に
お
い
て
は
受
領
遅
滞
と
い
う
状
態
を
生
じ
る
と
間
接
義
務

(�
�
����

��
�
��	)

の
効
果
と
し
て
債
権
者
は
一

定
の
不
利
益
を
受
け
る
と
さ
れ
る)

。

こ
の
概
念
を
用
い
て
法
制
度
を
説
明
す
る
こ
と
の
意
義

(

例
え
ば
現
在
の
通
説
・
判
例
よ
り
説
明
が
明
確
と
な
る
こ
と)

は
、
わ
が
国
に
お

け
る
義
務
論
に
お
い
て
重
要
で
あ
る

(

先
述
四
��
か
ら
��
の
例
示
の
通
り)

。
さ
ら
に
、
先
述
四
の
分
析
か
ら
抽
出
さ
れ
る
注
目
点
は
、
次

の
通
り
で
あ
る
。

�｢

効
果｣

の
共
通
点
と
バ
ラ
ツ
キ

効
果
の

｢

共
通
点｣

と
し
て
は
、�

�
����

��
�
��	

に
違
反
し
て
も
、
多
く
の
場
合
、
そ
の

履
行
を
請
求
し
た
り
損
害
賠
償
を
請
求
し
た
り
で
き
る
わ
け
で
は
な
く
、
免
責
・
注
意
義
務
の
軽
減
な
ど
が
生
ず
る

(

弱
い
サ
ン
ク
シ
ョ

ン)

。
こ
れ
は
な
ぜ
か
。
そ
の
違
反
に
よ
っ
て
、
相
手
方
の
利
益
は
侵
害
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
相
手
方
の
利
益
状
態
は
改

良
さ
れ
る
と
い
う
点
が
注
目
さ
れ
る
。

た
だ
、
効
果
に
一
部

｢

バ
ラ
ツ
キ｣

が
あ
る
。
例
え
ば
、
保
険
契
約
に
お
け
る
告
知
義
務
に
違
反
し
た
場
合
、
契
約
の
解
除
・
保
険

料
の
不
返
還
と
い
う
効
果
が
認
め
ら
れ
る

(

厳
格
な
サ
ン
ク
シ
ョ
ン

(


))

。
民
法
上
の
問
題
に
お
い
て
も
、
損
害
賠
償
義
務
が
生
ず
る
場
合
が

あ
る

(
�
�
����

��
�
��	

の�
�����

	

へ
の
接
近
化

(

�))

。

そ
う
す
る
と
、
な
ぜ
効
果
の
バ
ラ
ツ
キ
が
生
ず
る
か
と
い
う
問
題
が
残
る
。
こ
の
点
に
つ
き
、
厳
格
な
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
を
認
め
る
保

険
契
約
の
告
知
義
務
違
反
の
場
合
を
見
る
と
、
次
の
こ
と
が
窺
え
る
。
そ
れ
は
、
そ
の
義
務
違
反
が
あ
る
と
、
相
手
方

(

保
険
者)

は

契
約
を
維
持
で
き
な
い
程
の
著
し
い
利
益
侵
害
を
受
け
る
た
め
、
そ
れ
を
回
避
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と(

解
除
権
の
必
要
性(

回
避
手
段))

、

さ
ら
に
利
益
侵
害
を
未
然
に
抑
止
す
る
た
め
に
制
裁
を
課
す
必
要
が
あ
る
こ
と
で
あ
る

(

支
払
済
保
険
料
の
不
返
還

(

制
裁))

。
つ
ま
り
、

問
題
と
な
る
契
約
の
特
性
に
よ
っ
て
読
込
む
要
素
が
異
な
り
、
そ
れ
が�

�
����

��
�
��	

の
法
的
効
果
に
反
映
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

�｢

被
侵
害
利
益｣

真
正
の
法
的
義
務
に
違
反
し
た
場
合
に
は
、
通
常
は
相
手
方
の
利
益
が
侵
害
さ
れ
た
り
危
殆
化
さ
れ
る
こ
と

論 説
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な
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
背
景
は
何
な
の
で
あ
ろ
う
か

(

当
事
者
間
の
法
律
関
係
の
構
成
要
素
を
ミ
ク
ロ
ま
で
辿
る
と
権
利
義
務
が
単
位
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
西
欧
型
の
近
代
法
に
共
通
す
る
法
理
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
法
に
特
有
の
も
の
で
は
な
い
は
ず
で
あ
る)

。

そ
こ
で
以
下
で
は
、
具
体
例

(

先
述
四：

受
領
遅
滞
制
度
、
担
保
保
存
義
務
制
度)

に
従
っ
て
再
考
察
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

��

受
領
遅
滞
制
度
の
場
合

ド
イ
ツ
法
に
お
い
て
は
、
受
領
遅
滞
制
度
を
説
明
す
る
場
合
に
、�

�
����

��
�
��	

は
不
可
欠
の
概
念

で
あ
る
。
債
権
者
の
協
力
が
得
ら
れ
な
い
こ
と
に
よ
る
問
題
、
つ
ま
り
受
領
遅
滞
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
は
取
引
上
避
け
て
通
れ
な
い
問
題

で
あ
る
。
そ
れ
は
ド
イ
ツ
法
だ
け
で
生
ず
る
問
題
で
は
な
い
。
な
ぜ
ド
イ
ツ
法
に
お
い
て
は
受
領
遅
滞
制
度
の
説
明
に
際
し
て

�
�
����

��
�
��	

と
い
う
概
念
が
必
要
と
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
な
ぜ
そ
れ
が
有
用
な
概
念
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

ド
イ
ツ
民
法
に
よ
る
と
、
債
権
者
は
、
自
己
に
提
供
さ
れ
た
給
付
を
受
領
し
な
い
と
き
は
、
遅
滞
に
陥
る
と
さ
れ
る(

第
二
九
三
条：

一
般
規
定)

。
こ
れ
は
、
債
権
者
側
で
生
じ
た
偶
然
の
事
由
に
よ
っ
て
債
務
者
の
義
務
が
加
重
さ
れ
る
の
は
公
平
で
な
い
こ
と
な
ど
が
考

慮
さ
れ
た
規
定
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
ド
イ
ツ
民
法
に
お
い
て
は
債
権
者
に
法
的
義
務
と
し
て
の
受
領
義
務
が
課
さ
れ
て

い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る

(

売
買
・
請
負
に
つ
い
て
は
引
取
義
務
が
規
定
さ
れ
て
い
る
が

(

第
四
三
三
条
二
項
、
第
六
四
〇
条：

特
別
規
定)

、
債
権
者

一
般
に
は
そ
の
義
務
は
課
さ
れ
て
い
な
い)

。
こ
の
立
場
は
、
規
定
上
だ
け
で
は
な
く
、
解
釈
上
も
維
持
さ
れ
て
い
る

(

�)

。

債
権
者
が
受
領
し
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
債
務
者
の
義
務
が
加
重
さ
れ
る
の
は
公
平
で
な
い
と
考
え
た
に
も
か
か
わ
ら
ず

(

立
法
趣
旨

も
同
旨)

、
な
ぜ
債
権
者
に
受
領
義
務
な
ど
の
協
力
義
務
を
課
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
に
は
、
債
権
者
は
債
権
の
行
使
に
つ

い
て

｢

権
利
を
有
す
る
の
み｣

で
あ
り
、
権
利
行
使
に
際
し
て
義
務
を
負
う
も
の
で
は
な
い
、
と
の
前
提
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る

(

義
務
に
つ
い
て
特
約
が
あ
る
場
合
は
別
で
あ
る
が)

。
こ
の
立
場
を
起
点
と
す
れ
ば
、
受
領
は
い
わ
ば
債
権
者
の
受
領
す
る
権
利
に

基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
権
利
行
使
の
強
制
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
債
権
者
は
受
領
し
な
く
て
も
、
義
務
違
反
の
責
任
は
生
じ

な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
立
場
に
よ
る
と
、
い
わ
ゆ
る
真
正
の
法
律
上
の
義
務

(

�����

	)

に
よ
っ
て
カ
バ
ー
で
き
る
幅
が
狭
く
な

る
こ
と
が
分
る
。
し
か
し
、
債
権
者
と
債
務
者
と
の
間
の
負
担
の
調
整
は
必
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
先
の
よ
う
に
法
律
上
債
権
者
に
一

わが国における義務研究の到達点
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の
出
発
点
の

｢

相
違
点｣

を
中
心
に
検
討
す
る
と
、
次
の
こ
と
が
分
る

(

五
�)

。

両
見
解
の
議
論
の
出
発
点
と
し
て
、
法
的
義
務
性
の
捉
え
方
に
違
い
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
法
的
義
務
に
伴

う
強
制
手
段
と
し
て
、
訴
求
性
・
執
行
性
・
損
害
賠
償

(

強
い
サ
ン
ク
シ
ョ
ン)

が
必
要
と
見
る
な
ら
ば

(

�
見
解
の
出
発
点)

、

�
�
����

��
�
��	

は
真
正
の
義
務
で
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
そ
れ
ら
の
強
制
手
段
以
外
に
も
、
権
利
喪
失
・
相
手
方
の

予
防
手
段
の
許
容
な
ど

(

弱
い
サ
ン
ク
シ
ョ
ン)

を
強
制
力
と
し
た
弱
い
義
務
性
を
肯
定
す
る
立
場
を
と
れ
ば

(

�
見
解
の
出
発
点)

、

�
�
����

��
�
��	

も
広
義
の
義
務
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
は
ず
で
あ
る

(｢

共
通
点｣：

も
っ
と
も
、
�
�
両
見
解
に
は
共
通
点
も
存
在
す
る
。

な
ん
ら
か
の
法
的
拘
束
を
課
さ
れ
た
者
は
、
そ
の
違
反
に
対
し
て
な
ん
ら
か
の
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
が
生
ず
る
。
両
見
解
は
、
こ
の
場
合
を
、
強
い
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
が

生
ず
る
領
域

(

�����

	
(�

��
�
��
	

が
い
う�

���
��
�
����

�
��	))

と
弱
い
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
し
か
生
じ
な
い
領
域

(�
�
����

��
�
��	)

と
に
分
け
て
い
る
。
こ
の

点
で
は
、
共
通
し
て
い
る
。
そ
れ
は
な
ぜ
か
。
ド
イ
ツ
法
の
義
務
論
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
議
論
が
見
ら
れ
る
。
両
見
解
は
ド
イ
ツ
法
の
研
究
を
ベ
ー
ス
と

し
て
い
る
点
に
お
い
て
は
共
通
し
て
い
る

(

視
点
を
変
え
る
と
、
ド
イ
ツ
法
系
以
外
で
は
必
ず
し
も
こ
の
よ
う
な
義
務
構
成
が
な
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ

と
に
な
る))

。

�

�
�
����

��
�
��	

の
存
在
意
義

ド
イ
ツ
法

(
系)

の
特
性
か
ら
窺
え
る
こ
と

先
に
見
た
よ
う
に

(

先
述
二
ほ
か)

、
ド
イ
ツ
法
に
お
い
て
は
、�

�
����

��
�
��	

は
当
初
は
保
険
契
約
法
上
の
概
念
に
す
ぎ
な
か
っ

た
が
、
そ
の
後
さ
ら
に
理
論
展
開
が
な
さ
れ
、
民
法
な
ど
を
も
含
む
私
法
上
の
上
位
概
念
と
し
て
定
着
す
る
に
至
る
。
最
近
で
は
、
オ
ー

ス
ト
リ
ア
民
法
や
ス
イ
ス
債
務
法
に
お
い
て
も
定
着
し
始
め
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
ド
イ
ツ
法

(

系)

に
お
い
て
は
、
当
事
者
間

の
義
務
の
有
無
・
性
質
を
語
る
場
合
に
、�

�
����

��
�
��	

は
重
要
な
概
念
で
あ
り
、
そ
の
必
要
性
が
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
え

る
。さ

て
、
そ
れ
で
は
な
ぜ
ド
イ
ツ
法

(

系)

に
お
い
て�

�
����

��
�
��	

が
定
着
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
な
ぜ
こ
の
概
念
が
必
要

論 説
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解
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
最
近
で
は�

�
����

��
�
��	

と
い
う
概
念
で
説
明
さ
れ
て
い
る
。
な
ぜ
ド
イ
ツ
法
に
お
い
て
は
、
債
権
者

の
保
証
人
に
対
す
る


�����
	
(

つ
ま
り
真
正
の
法
的
義
務：

そ
の
違
反
に
よ
り
損
害
賠
償
請
求
な
ど
の
効
果
が
生
ず
る
義
務

(

先
述
一
参
照))
を
認
め

な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
な
ぜ
義
務
の
捉
え
方
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
相
違

(

フ
ラ
ン
ス
法
と
の
相
違)

が
見
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
問
題
の
背
景
に
は
、
原
理
部
分
の
相
違
が
関
係
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
先
述
の
よ
う
に
、
こ
の
制
度
は
、
保

証
人
保
護
制
度
と
し
て
展
開
し
て
き
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。
こ
の
制
度
を
分
析
す
る
場
合
、
保
証
契
約
の

｢

片
務
契
約
性｣

の
再
考

(

保
証
を
片
務
契
約
と
解
す
る
こ
と
の
妥
当
性
の
再
考)

が
避
け
て
通
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
債
権
者
は
権
利
を
有
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
保
証

人
に
対
し
て
義
務
を
負
う
場
合
が
あ
る
の
か
否
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
き
、�

�
����

��
�
��	

の
視
点
か
ら
で
は
な
い
が
、
次
の
よ
う
な
参
考
に
な
る
指
摘
が
あ
る

(

星
野
分
析)

。
フ
ラ
ン
ス
法

に
お
い
て
は
、
債
権
者
は
、
保
証
人
の
た
め
に
そ
の
求
償
権
を
保
護
す
る
目
的
で
、
自
己
の
有
す
る
他
の
担
保
を
保
全
す
る
義
務
を
負

う
と
一
般
に
解
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
限
度
に
お
い
て
は
債
権
者
に
一
般
的
な
注
意
義
務
が
存
在
す
る
と
さ
れ
て
い
る

(｢

債
権
者
の
行
為
に
よ
っ
て
、
債
権
者
の
抵
当
権
お
よ
び
先
取
特
権
に
つ
い
て
の
代
位
が
、
保
証
人
の
利
益
に
お
い
て
作
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
と
き

は
、
保
証
人
は
免
責
さ
れ
る｣

(

第
二
〇
三
七
条))

。
学
説
は
、
債
権
者
は
保
証
人
に
対
す
る
契
約
上
の
義
務
を
負
う
と
し
、
何
れ
に
せ
よ
債

権
者
の
こ
の
義
務
の
ゆ
え
に
保
証
は
双
務
契
約
の
性
質
を
有
す
る
と
ま
で
説
か
れ
て
い
る

(

例
え
ば


�
���

�

�
�
�	�

�
	��

�
��

�
�
�� ��)

、
と

す
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
ド
イ
ツ
法
に
お
い
て
は
、
保
証
債
務
は
強
度
に
一
方
的
な
保
証
人
の
義
務
の
み
を
発
生
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
て
、

債
権
者
が
保
証
人
に
対
し
て
注
意
義
務
を
負
う
な
ど
と
い
う
こ
と
は
保
証
の
本
質
に
反
す
る
と
説
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
債
権

者
が
、
主
た
る
債
権
の
た
め
に
存
在
す
る
特
別
担
保
を
放
棄
し
た
場
合
に
、
保
証
人
は
放
棄
さ
れ
た
権
利
か
ら
代
位
に
よ
っ
て
求
償
を

得
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
範
囲
に
お
い
て
免
責
さ
れ
る
と
い
う
規
定

(

第
七
七
六
条)

は
特
別
な
規
定
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
き
、

ド
イ
ツ
民
法
起
草
の
際
の
理
由
付
け
に
よ
る
と
、
債
権
者
は
保
証
に
よ
っ
て
義
務
を
負
担
す
る
こ
と
な
く
単
に
権
利
の
み
を
取
得
す
る

わが国における義務研究の到達点
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定
の
責
任
を
課
し
た
と
思
わ
れ
る

(

法
定
責
任)

。
最
近
で
は
、
そ
の
責
任
の
法
的
性
質
・
根
拠
付
け
は�

�
����

��
�
��	

に
よ
っ
て
な

さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
伝
統
的
な
義
務
論
に
よ
っ
て
は
カ
バ
ー
で
き
な
い
領
域
が
生
じ
、
そ
の
領
域
の
調
整
機
能
を
有
す
る
概
念
が
必
要
と
な
る
。

そ
の
機
能
を
有
す
る
の
が
、�

�
����

��
�
��	

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
問
題
は
、
義
務
の
捉
え
方
に
あ
る
こ
と
に
な
る
。

��

担
保
保
存
義
務
制
度
の
場
合

わ
が
国
に
お
け
る
担
保
保
存
義
務
制
度

(

民
第
五
〇
四
条)

と
同
様
の
機
能
を
有
す
る
制
度
が
、

ド
イ
ツ
法
お
よ
び
フ
ラ
ン
ス
法
に
も
見
ら
れ
る

(

日
民
第
五
〇
四
条
の
立
法
過
程
に
お
い
て
参
照
さ
れ
そ
の
後
の
解
釈
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る)

。

ド
イ
ツ
法
に
お
い
て
は
、
こ
の
制
度
を
説
明
す
る
場
合
に
お
い
て
、�

�
����

��
�
��	

と
い
う
概
念
が
用
い
ら
れ
て
い
る(

最
近
の
傾
向)

。

な
ぜ
ド
イ
ツ
法
に
お
い
て
は
こ
の
制
度
を
説
明
す
る
に
際
し
て�

�
����

��
�
��	

と
い
う
概
念
が
必
要
と
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
な
ぜ

そ
れ
が
有
用
な
概
念
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
問
題
を
考
察
す
る
前
提
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
比
較
法
上
興
味
深
い
問
題

(

義
務
の
捉
え
方
の
相
違)

が
見
ら
れ
る
。
こ
の
制
度

は
、
そ
の
沿
革
を
辿
る
と
、
保
証
人
の
保
護
制
度
と
し
て
展
開
し
て
き
た
と
い
う
経
緯
が
あ
り
、
ド
イ
ツ
法
お
よ
び
フ
ラ
ン
ス
法
に
お

い
て
は
、
保
証
人
中
心
の
制
度
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
点
で
は
、
ド
イ
ツ
法
と
フ
ラ
ン
ス
法
に
は
共
通
し
た
位
置
付
け

が
見
ら
れ
る(

日
本
民
法
に
お
け
る
同
制
度
は
弁
済
者
代
位
制
度
の
補
完
制
度
と
位
置
付
け
ら
れ
て
き
て
お
り
、
必
ず
し
も
保
証
人
中
心
の
制
度
で
は
な
い)

。

し
か
し
、
債
権
者
が
保
証
人
に
対
し
て
負
う

｢

義
務
性｣
に
お
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
相
違
が
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
フ
ラ
ン
ス
法

に
お
い
て
は
、
債
権
者
は
担
保
の
保
管
・
差
替
・
放
棄
な
ど
を
行
え
る
立
場
に
あ
る
と
し
て
、
債
権
者
の
保
証
人
に
対
す
る
義
務
を
肯

定
す
る
の
が
一
般
的
な
立
場
で
あ
る(

従
っ
て
、
免
責(

抗
弁)

は
義
務
違
反
の
効
果
と
さ
れ
る)

。
こ
れ
に
対
し
て
、
ド
イ
ツ
法
に
お
い
て
は
、

そ
の
よ
う
な
義
務

(


�����

	)

を
否
認
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る

(

�)

。

そ
れ
で
は
、
ド
イ
ツ
法
で
は
、
こ
の
制
度
に
よ
る
免
責
の
効
果
は
ど
の
よ
う
に
根
拠
付
け
ら
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
疑
問
が
生
ず
る
。

ド
イ
ツ
民
法
典
の
制
定
時
お
よ
び
初
期
の
学
説
に
お
い
て
は
、
こ
の
制
度
は
特
定
の
場
合
に
保
証
人
を
保
護
す
る
特
別
規
定
で
あ
る
と
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で
き
る
幅
が
狭
く
な
る
こ
と
が
分
る

(

フ
ラ
ン
ス
法
の
法
的
構
成
と
比
較
す
れ
ば
明
ら
か)

。

つ
ま
り
、
伝
統
的
な
義
務
論
に
よ
っ
て
は
カ
バ
ー
で
き
な
い
領
域
が
生
じ
、
そ
の
領
域
の
調
整
機
能
を
有
す
る
概
念
が
必
要
と
な
る
。

そ
の
機
能
を
有
す
る
の
が
、�

�
����

��
�
��	

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
問
題
は
、
や
は
り
義
務
の
捉
え
方
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

�

間
接
義
務
と
い
う�

�
����

��
�
��	

の
訳
語

��


����

	�


�
��
�����

	�
�
�

と
の
関
係

先
述

(

は
じ
め
に)

の
よ
う
に
、�

�
����

��
�
��	

の
訳
語
に
は
バ
ラ
ツ
キ
が
あ
る
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
民
法
関
係
の
文
献
に
お

い
て
は
、｢

間
接
義
務｣

と
訳
さ
れ
て
い
る
場
合
が
少
な
く
な
い
。
な
ぜ
間
接
義
務
と
訳
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
間
接
義
務
が

あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
前
提
と
し
て
直
接
義
務
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
の
疑
問
点
は
、
単
な
る
訳
語
の
領
域
の
問
題
に
と
ど
ま

る
も
の
で
は
な
い
。�

�
����

��
�
��	

と
い
う
概
念
の
位
置
付
け
お
よ
び
そ
の
概
念
の
有
用
性
の
有
無
を
考
え
る
場
合
に
、
こ
れ
ら
は

無
視
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
民
法
学
説
の
展
開
と
関
係
す
る
か
ら
で
あ
る
。

��

わ
が
国
に
お
い
て
、
間
接
義
務
と
い
う
概
念
が
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
た
時
期
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
戦
前

(

お
よ
び
戦
後
す
ぐ
の)

民
法
の
主
要
な
体
系
書
に
お
い
て
は
、
間
接
義
務
と
い
う
概
念
が
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
て
る

(

石
坂
・
鳩
山
・
勝
本
・
沼
・
柚
木
・
於
保

(

�))

。

専
門
書
や
論
文

(

�)

に
お
い
て
も
そ
う
で
あ
る
。

間
接
義
務
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
定
義
・
解
説
が
見
ら
れ
る

(

石
坂)

。
す
な
わ
ち
、
法
律
に
お
い
て
は
、
あ
る
行
為
を
な
す

こ
と
を
希
望
し
そ
の
行
為
を
な
す
と
き
は
利
益
を
与
え
、
こ
れ
を
な
さ
な
い
と
き
は
不
利
益
を
被
ら
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
行
為

を
な
す
こ
と
を
強
制
す
る
こ
と
が
あ
る
。
強
制
す
る
と
い
っ
て
も
、
そ
の
行
為
を
な
す
か
否
か
は
そ
の
者
の
意
思
に
一
任
し
、
直
接
に

こ
れ
を
強
制
し
な
い
場
合
が
あ
る
。
強
制
を
欠
く
が
ゆ
え
に
法
律
上
の
債
務
で
は
な
く
、
た
だ
行
為
を
な
さ
な
い
と
き
は
不
利
益
を
被

ら
せ
る
が
ゆ
え
に
、
間
接
に
行
為
を
強
制
す
る
効
果
が
あ
る
。
こ
れ
を

｢

間
接
義
務｣

(
��


����

	�


���

�����
	�

�
�)

と
称
す
る
、
と
さ

れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
概
念
を
用
い
て
説
明
さ
れ
る
法
制
度
の
例
と
し
て
、
受
領
遅
滞
制
度
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
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も
の
で
あ
る
、
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
注
意
義
務
を
課
す
こ
と
に
慎
重
で
あ
っ
た
の
は
、
そ
の
義
務
を
肯
定
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
｢

保
証
の
担
保
価
値｣

が
著
し
く
損
な
わ
れ
る
こ
と
を
懸
念
し
た
た
め
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
第
七
七
六
条
に
定
め
る
も
の
だ
け
を
例

外
的
に
規
定
し
た
、
と
さ
れ
る

(

�)

。

以
上
の
こ
と
か
ら
窺
え
る
こ
と
は
、
次
の
こ
と
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
法
に
お
い
て
は
、
保
証
契
約
の
片
務
契
約
性
が
厳
格
に
解
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
分
る
。
そ
の
背
景
の
一
つ
と
し
て
は
、
保
証
契
約
の
片
務
契
約
性
を
貫
け
ば
、
債
権
者
の
保
証
人
に
対
す
る
一
般
的
な
注

意
義
務
は
否
認
さ
れ
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
そ
の
義
務
違
反
に
よ
る
保
証
人
の
免
責
は
生
ぜ
ず
、
結
果
的
に
保
証
の
価
値
が
維
持
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。
人
的
担
保
を
重
視
し
た
一
九
世
紀
の
金
融
実
務
に
対
す
る
配
慮
の
面
は
否
定
で
き
な
い

(

担
保
価
値
の
維
持)

。
し
か
し
、

無
視
で
き
な
い
も
う
一
つ
の
背
景
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
債
権
者
は
保
証
に
よ
っ
て
義
務
を
負
担
す
る
こ
と
な
く
単
に

権
利
の
み
を
取
得
す
る
、
と
い
う
前
提
で
あ
る(

ド
イ
ツ
近
代
法
に
お
け
る
義
務
性)

。
こ
の
立
場
に
よ
る
と
、
債
権
者
は
保
証
人(

債
務
者)

に
対
し
て
法
的
な
義
務

(
�
�����

	)

を
負
う
こ
と
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
担
保
の
保
全
に
つ
い
て
も
義
務
を
負
う
こ
と
は
な
い
こ
と
に

な
る
。
し
か
し
、
実
務
の
現
場
に
お
い
て
、
債
権
者
が
保
証
人
の
代
位
の
期
待
を
全
く
無
視
し
た
担
保
の
差
替
や
放
棄
を
許
す
こ
と
は

で
き
な
い
は
ず
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
立
法
者
は
、
ド
民
第
七
七
六
条
に
お
い
て
最
小
限
の
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
に
し
た
。
従
っ
て
、

同
条
は
債
権
者
の
法
的
義
務
の
導
入
で
は
な
く
、
特
別
規
定
と
位
置
付
け
る
構
成
を
と
っ
た
わ
け
が
窺
え
る

(

ド
イ
ツ
法
の
法
的
構
成)

。

そ
の
後
の
展
開
を
ド
イ
ツ
の
学
説
か
ら
見
直
す
と
、
さ
ら
に
興
味
深
い
。
最
近
の
学
説
に
お
い
て
は
、
こ
の
制
度
を�

�
����

��
�
��	

と
い
う
概
念
で
説
明
し
て
い
る
。
そ
れ
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。�

�
����

��
�
��	

と
い
う
概
念
の
有
用
性
は
ど
こ
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う

か
。先

述
の
よ
う
に
、
債
権
者
は
保
証
人
に
対
し
て

｢

権
利
を
有
す
る
の
み｣
で
あ
り
、
権
利
行
使
に
際
し
て
義
務
を
負
う
も
の
で
は
な

い
、
と
の
前
提
が
あ
る
。
こ
の
立
場
を
起
点
と
す
れ
ば
、
債
権
者
は
保
証
人
に
対
す
る
義
務
違
反
の
責
任
は
生
じ
な
い
こ
と
に
な
る
。

こ
の
立
場
に
よ
る
と
、
債
権
者
と
保
証
人
と
の
間
の
負
担
の
調
整
を
い
わ
ゆ
る
真
正
の
法
律
上
の
義
務(�

�����
	)

に
よ
っ
て
カ
バ
ー
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し
か
し
、
両
概
念

(
��
�
����
��
�
��	

���


��
�
�

と�
�
����
��


���)

が
包
括
す
る
内
容
は
非
常
に
共
通
点
が
多
く
、
重
な
り
合
う
要
素

が
多
く
見
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
両
概
念
を
と
も
に
間
接
義
務
と
訳
さ
れ
る
奥
田
教
授
の
解
説
か
ら
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る

(
�)

。
そ
れ

に
よ
る
と
、��

�
����
��
�
��	

���


��
�
�
(

間
接
義
務)

は
、｢

権
利
の
取
得
・
保
存
・
行
使
の
要
件
と
し
て
、
ま
た
は
法
律
上
の
不

利
益
を
受
け
な
い
た
め
に
、
一
定
の
行
為
が
要
求
さ
れ
る
こ
と
。
そ
の
不
遵
守
に
は
、
法
的
不
利
益
が
効
果
と
し
て
伴
う
た
め
に
、
一

見
、『

義
務』

的
性
質
を
も
つ
が
、
つ
ぎ
の
点
で
義
務

(

直
接
義
務
と
い
わ
れ
る)

と
は
異
な
る
。
す
な
わ
ち
、
間
接
義
務
で
は
、
被

拘
束
者
の
利
益
の
み
が
問
題
と
な
り
、
間
接
義
務
の
不
遵
守
に
伴
う
不
利
益
は
、
か
れ
が
自
己
の
利
益
を
ま
も
ら
な
か
っ
た
結
果
に
ほ

か
な
ら
ず
、
間
接
義
務
の
不
遵
守
に
よ
り
、
特
定
・
不
特
定
の
相
手
方
の
利
益
を
侵
害
し
、
ま
た
は
危
殆
化
す
る
も
の
で
は
な
い
。
む

し
ろ
、
こ
の
場
合
、
相
手
方
の
利
益
状
態
あ
る
い
は
法
的
地
位
は
改
良
さ
れ
る
こ
と
に
な
る｣

、
と
さ
れ
る
。
次
に
、�

�
����
��


���

(

間
接
義
務)

は
、｢

間
接
義
務

(
�
�
����
��


���)

を
つ
く
さ
な
か
っ
た
場
合
、
民
事
法
上
、
あ
る
容
態
の
遵
守
が
法
秩
序
に
よ
り
要
請

せ
ら
れ
て
は
い
る
が
、
そ
れ
の
不
遵
守
に
対
し
て
履
行
の
強
制
や
損
害
賠
償
責
任
と
い
う
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
が
用
意
さ
れ
て
お
ら
ず
、
違

反
者
は
た
だ
あ
る
権
利
を
失
う
と
い
う
不
利
益
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
場
合
が
あ
る
。
こ
れ
を
間
接
義
務

(

ド
イ
ツ
で
は

�
�
����
��


���)

と
呼
ん
で
い
る
。
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
の
面
だ
け
を
み
れ
ば
自
然
債
務
に
似
て
い
る
が
、
間
接
義
務
は
真
正
の
義
務
で
は

な
く
、
権
利
者
の
権
利
保
持
も
し
く
は
行
使
の
前
提
に
す
ぎ
な
い
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る｣

、
と
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、
両
概
念
に
包
摂
す
る
と
さ
れ
る
具
体
的
な
場
合
も
重
な
り
が
見
ら
れ
る

(

例
え
ば
、
過
失
相
殺
に
お
け
る
損
害
抑
止
義
務

(

民
第

四
一
八
条
、
第
七
二
二
条
二
項)

、
債
権
者
の
受
領
義
務

(

民
第
四
一
三
条)

、
解
除
権
者
の
損
害
回
避
義
務

(

民
第
五
四
八
条
一
項)

、
買
主
の
目
的
物
検
査
義

務
お
よ
び
瑕
疵
通
知
義
務

(

商
第
五
二
六
条)

、
保
険
契
約
に
お
け
る
告
知
義
務

(

商
第
六
四
四
条
、
第
六
七
八
条)

な
ど
が
そ
う
で
あ
る)

。

こ
の
こ
と
か
ら
、
両
概
念
は
共
通
す
る
性
質
を
内
在
し
、
当
事
者
の
利
害
調
整
に
際
し
て
同
様
の
機
能
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え

る
。
ド
イ
ツ
法

(

系)

に
お
い
て
、�

�
����
��


���

は��
�
����
��
�
��	

���


��
�
�

の
機
能
を
引
き
継
ぐ
形
で
定
着
し
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
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こ
こ
で
注
意
す
べ
き
点
が
い
く
つ
か
あ
る
。
ま
ず
第
一
に
、
従
来

(

特
に
戦
前)

、
わ
が
国
の
民
法
学
に
お
い
て
盛
ん
に
用
い
ら
れ
た

間
接
義
務
と
称
す
る
概
念
は
、��

�
����
��
�
��	

���


��
�
�

で
あ
る

(

本
稿
が
分
析
対
象
と
す
る�

�
����
��


���

自
体
で
は
な
い)

。
第
二
に
、

こ
の
間
接
義
務
と
い
う
概
念
が
用
い
ら
れ
た
の
は
、
主
と
し
て
学
説
に
お
い
て
で
あ
る
。
そ
の
ベ
ー
ス
に
あ
る
の
は
、
当
時
の
ド
イ
ツ

法
の
学
説
で
あ
る
と
思
わ
れ
る

(

そ
れ
は�

�
�

�
�

や�
��
��

の
主
張
で
あ
る

(

�))

。

�
�
�

�
�

に
よ
れ
ば
、
通
常
の
義
務
に
は
強
い
強
制
力
が
あ
る
と
し
、
そ
の
手
段
と
し
て
履
行
強
制
や
損
害
賠
償
請
求
が
あ
る
と
す

る
。
こ
れ
を

｢

直
接
義
務｣

(
�
����
��
�
��	

���


��
�
�)

と
す
る
。
こ
の
直
接
義
務
の
外
に
、
強
い
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
の
な
い
間
接
義
務

(
��
�
����
��
�
��	

���


��
�
�)

が
存
在
す
る

(

�)

、
と
さ
れ
る

(

先
の
石
坂
博
士
の
概
念
定
義
と
同
様
で
あ
る
こ
と
が
分
る)

。
つ
ま
り
、
間
接
義
務

(
��
�
����
��
�
��	

���


��
�
�)

と
い
う
概
念
は
、
直
接
義
務

(
�
����
��
�
��	

���


��
�
�)

を
前
提
と
し
た
概
念
で
あ
り
、
両
概
念
は
強
制

力
の
強
さ
に
お
い
て
は
差
異
が
あ
る
が
、
相
互
に
補
完
す
る
形
で
法
的
強
制
を
実
現
す
る
機
能
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
分
る
。
さ
ら
に
、

戦
前
の
学
説
が
い
う
間
接
義
務
と
い
う
呼
称
は
、��

�
����
��
�
��	

���


��
�
�

の
い
わ
ば
直
訳
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
概
念
の
内
容

も
当
時
の
ド
イ
ツ
法
の
学
説
と
対
応
し
て
い
る
。

��

さ
て
そ
れ
で
は
、
な
ぜ
民
法
学
に
お
い
て
は�

�
����
��


���

が
間
接
義
務
と
い
う
訳
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か

(

例
え
ば
、

奥
田
訳)

。
こ
の
問
題
を
根
拠
付
け
る
直
接
的
な
資
料
は
見
い
だ
せ
な
い
が
、
少
な
く
と
も
次
の
よ
う
な
点
は
指
摘
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
間
接
義
務
と
訳
さ
れ
る
元
の
概
念
の
沿
革
お
よ
び
そ
の
概
念
が
包
括
す
る
内
容
で
あ
る
。

右
��
の
よ
う
に
、
わ
が
国
の
戦
前
の
民
法
学
に
お
い
て
は
、
間
接
義
務
と
い
う
概
念
が
法
制
度
の
説
明
に
お
い
て
盛
ん
に
用
い
ら
れ

た
。
も
っ
と
も
、
戦
前
の
学
説
が
念
頭
に
お
く
間
接
義
務
と
い
う
概
念
は
、��

�
����
��
�
��	

���


��
�
�
(
�
�
�

�
�
�
�
��
��
�
����
��

�
��	

���


��
�
�
��
�
�
�����

�
�
�
� ��)

の
方
で
あ
り
、�

�
����
��


���

で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、�

�
����
��


���

と
い
う
概
念
が
ド

イ
ツ
に
お
い
て
私
法
の
上
位
概
念
と
し
て
提
唱
さ
れ
た
の
が
戦
後
の
こ
と
で
あ
り

(
!
��"
��
�
�

"
��
��
�
��
�
�
����
��


�����

�
� ��)

、
そ

の
概
念
が
定
着
す
る
の
は
さ
ら
に
そ
の
後
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る

(
先
述
二)

。
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(名城 ���) ��－�－��



(

�)

榊
・
前
掲
書
注

(

１)

二
頁
、
中
西
・
前
掲
書
注

(

１)

八
八
頁
参
照
。

(
�)

両
義
務

(�
�
����
��
�
��	

と

�����

	)

の
接
近
化
傾
向
が
ド
イ
ツ
法
に
お
い
て
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
の
邦
語
文
献
は
少
な
い
。

受
領
義
務
に
関
す
る
ド
イ
ツ
の
判
例
分
析
の
過
程
で
、
こ
の
点
に
つ
い
て
一
部
言
及
す
る
も
の
が
あ
る

(

田
中
教
雄

｢

債
権
者
の
受
領
義
務
に

つ
い
て｣

九
大
法
学
五
八
号
二
二
頁

(

昭
六
四))

。

(

�)

鳩
山
・
前
掲
論
文
注

(

�)

一
〇
二
頁
以
下
、
辻
・
前
掲
論
文
注

(

１)

一
六
〇
頁
以
下
。

(

�)

柚
木
馨

｢
債
権
者
の
担
保
喪
失
に
因
る
代
位
弁
済
者
の
免
責｣

民
商
一
巻
一
号
八
九
頁

(

昭
一
〇)

。

(

�)

星
野
英
一

｢
中
小
漁
業
信
用
保
証
の
法
律
的
性
格｣

(

民
法
論
集
第
二
巻
所
収

(

昭
四
五))

二
〇
二
、
二
〇
五
、
二
三
五
―
二
三
七
頁
。

(

�)

石
坂
音
四
郎
・
日
本
民
法(

債
権
総
論
上
・
大
五)

二
二
―
二
三
頁
、
鳩
山
秀
夫
・
日
本
債
権
法(

総
論
、
大
五)

三
六
〇
頁
、
勝
本
正
晃
・

債
権
総
論

(

中
巻
�
、
昭
一
一)

四
八
頁
、
沼
義
雄
・
綜
合
民
法
要
論

(

昭
一
三)

六
二
―
六
三
頁
、
柚
木
馨
・
判
例
債
権
法
総
論

(

下
、
昭

二
六)

二
八
〇
頁
、
於
保
不
二
雄
・
民
法
総
則
講
義

(

昭
二
六
初
版
・
平
八
復
刻)

二
七
―
二
八
頁
な
ど
。

(

	)

柚
木
・
前
掲
論
文
注

(

�)
八
九
頁
。

(


)

た
と
え
ば
、
石
坂
・
前
掲
書
注(
�)
二
三
頁
は
、


�
��
�
�
�
�
��
��
�
����
	�
�
���
�����

	�
�
�
��
�
�
���	�

�
�
�
�����

�
��
���
 
���
	��!

"
�
�
�
�#
�
��
�
��
$
���

�
�	�
���
���%&

が
参
照
さ
れ
て
い
る
。

(

�)

生
田
・
前
掲
論
文
注

(

１)

一
五
頁
。

(

�)

末
川
・
前
掲
注

(

１)

辞
典
三
〇
二
頁

(

奥
田
執
筆)

(��
�
����
	�
�
���
�����

	�
�
�

の
解
説
・
包
摂
例)

、
奥
田
・
前
掲
注

(

１)

民
法

学
Ⅰ
四
一
頁
、
同
・
前
掲
注

(

１)

債
権
総
論
一
九
三
、
二
一
二
、
二
二
一
頁

(�
�
����
��
�
��	

の
解
説
・
包
摂
例)

。
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